
zeigersinn. Dabei kann Ihnen die Fußraste “O” (Abb. 1) 
nützlich sein. Vergessen Sie nicht, das Stativ mit Siche-
rungsseilen zu befestigen. 

⚠Achten Sie auf die Stabilität des Stativs, wenn 
Sie die Fußraste “O” nutzen während Sie den 
Verschluss betätigen oder das Licht ausrichten. 
Es besteht ein erhöhtes Risiko, dass das Stativ 
umkippt wenn die Ladung nicht auf der Achse 
ist.

⚠Um sicherzustellen, dass die Ladung in der ge-
wünschten Position bleibt, müssen die Sektionen 
verriegelt sein. Nutzen Sie hierfür die Verschlüsse 
“C” und “B”.

TIEFERSTELLEN 4  6  UND 7
Bevor Sie mit dem Verstellen beginnen, versichern Sie 
sich, dass das Stativ nirgendwo hängen bleiben kann 
oder blockiert werden kann (Äste, Balustraden, etc.)
Lösen Sie die Verschlüsse “B” und ”C” (Abb. 4) im 
Gegenuhrzeigersinn.
Um die Säule herunterzukurbeln gehen Sie wie folgt vor: 
	- Greifen Sie die Kurbel “H” (Abb. 6) mit einer Hand
	- Drücken Sie mit der anderen Hand die zwei Siche-
rungsknöpfe “N”. Nun ist der Sicherungsmechanis-
mus, der die Säule vor einem unbeabsichtigten Her-
unterfahren schützt ausgeschaltet.
	- Drehen Sie die Kurbel “H” im Gegenuhrzeigersinn bis 
die gewünschte Höhe erreicht ist.

Aus Sicherheitsgründen ist es WICHTIG, dass die Kur-
bel “H” beim Herunterkurbeln auf keinen Fall losgelas-
sen wird.Ist die gewünschte Höhe erreicht, so müssen 
die beiden Verschlüsse “B” und “C” unverzüglich zu-
gezogen werden (Abb.4).
Wenn Probleme beim Herunterkurbeln auftreten, über-
prüfen Sie folgendes: 
	- Wurden die Verschlüsse “B” und “C” gelöst
	- Gibt es Hindernisse, die das Herunterkurbeln verhin-
dern

Der Kurbelmechanismus ist mit einer Bremse ausge-
stattet, welche ein weiches Herunterfahren ermöglicht. 
Wenn die Säule beim Herunterkurbeln zu lose ist, so 
muss die Bremse justiert werden: 
	- Öffnen Sie die Schraube “P”, welche an der Ringmut-
ter “Q” angebracht ist (Abb. 7)
	- Drehen Sie die Ringmutter ”Q” um 60° im Uhrzeiger-
sinn (1/6 Umdrehung)
	- Ziehen Sie die Schraube ”P” wieder an. Achten Sie 
darauf, dass diese senkrecht mit der Fläche der hexa-
gonalen Mutter “R” ausgerichtet ist

WARTUNG
Entfernen Sie regelmäßig Sand und Schmutz von den 
Verschlüssen und Schiebeelementen.
Verwenden Sie beim Säubern keine metallischen oder 
scharfen Gegenstände.
Überprüfen Sie regelmäßig den Zustand der Kabel (sie-
he Kapitel “Bestimmungen zum sicheren Gebrauch”).

SICHERHEITSVORKEHRUNGEN
Verwenden Sie das Produkt nicht außerhalb der defi-
nierten Betriebsgrenzen.
Bitte nehmen Sie keine Eingriffe, Änderungen oder 
Modifizierungen am Produkt oder Teilen des Produkts 
vor. Dies kann die Sicherheit und /oder den Betrieb des 
Produkt beeinträchtigen. 
Die Nutzung eines beschädigten z.B. durch unbeab-
sichtigten Fallens des Produkts, kann die sichere Nut-
zung beeinträchtigen.
In solchen Fällen, kontaktieren Sie bitte Ihren Fachhänd-
ler oder direkt den Hersteller durch den Kontaktbereich 
auf der Website manfrotto.com.
Trocken Sie das Produkt nach dem Gebrauch in feuch-
ter Umgebung ab um Korrosion zu vermeiden. Insbe-
sondere nach Gebrauch im marinen Umfeld.
Das Produkt ist nicht dafür ausgelegt in Flüssigkeiten 
getaucht zu werden 

⚠Das Stativ darf nicht unbeaufsichtigt oder für den 
unsachgemäßen Gebrauch zugänglich gemacht 
werden.

HAFTUNGSAUSSCHLUSS
Alle in diesem Dokument enthaltenen Informationen 
sind vorbehaltlich etwaiger Änderungen. Wenn nötig, 
überprüfen Sie den Produktbereich unserer Website 
Manfrotto.com für Updates dieser Gebrauchsanwei-
sung oder beantragen Sie den Versand einer Kopie 
über den Kontaktbereich. Manfrotto kann keinesfalls 
für Schäden, die direkt oder indirekt von Menschen, 
Gegenständen oder Tieren ableiten, die als Konsequenz 
der Nichtbeachtung der Hinweise, die sich in diesem 
Dokument befinden (insbesondere bezüglich Gebrauch 
und Wartung des Produkt) sowie Beschädigungen und 
Schäden, die durch einen unsachgemäßen Gebrauch 
oder außerhalb der normalen Betriebsgrenzen liegen, 
entstehen. Jegliche Montage oder Änderung, die am 
Produkt vorgenommen wird, ohne die ausdrückliche 
Zustimmung von Manfrotto, führt automatisch zum Aus-
schluss jeglicher Haftung seitens Manfrotto.

NUTZERINFORMATIONEN
Produktverpackung und Entsorgung
Verwendete Materialien
Stativ: die Hauptkonstruktion ist aus Aluminium und 
Stahl; Gummischutz
Verpackung: Papier, Karton, Polystyreneinlagen, Poly-
ethylen -Taschen
Zur Entsorgung des Produkts und der Verpackung be-
ziehen Sie sich bitte auf die Regularien des Landes in-
dem die zuvor genannten Materialien entsorgt werden 
sollen. 

Vielen Dank, dass Sie sich für ein Manfrotto Produkt 
entschieden haben.

Für dieses Produkt wird garantiert, dass es für den 
Zweck tauglich ist, für den es entwickelt wurde, und 
dass es frei von Material- und Verarbeitungsfehlern ist. 
Diese Garantie gilt nicht für Schäden oder Kosten, die 
durch eine unsachgemäße Nutzung oder nachfolgend 
entstanden sind. Die Gültigkeitsdauer der „beschränk-
ten Standardgarantie“ wird von dem gelten Recht des 
Landes bestimmt, in dem das Produkt verkauft wird. 
Bitte bewahren Sie Ihre Rechnung als Kaufnachweis 
für eventuelle Reparaturen im Rahmen der Garantie auf.

Garantieverlängerung
Neben der oben beschriebenen Standardgarantie 
ist dieses Produkt für eine Garantieverlängerung um 
bis zu 5 Jahre ab vom Kaufdatum qualifiziert. Die 
„beschränkte Garantieverlängerung“ hat keinen Ein-
fluss auf die obligatorische „beschränkte Standard-
garantie“. Um die Vorteile der Garantieverlängerung 
nutzen zu können, registrieren Sie Ihr Produkt un-
ter https://warranty.videndummediasolutions.com.

はじめに
387XUおよび387XBUスタンドは、映画、テレビ、劇
場、および写真市場において使用される照明機材
を支持するよう設計されています。
直径70、60、および50 mmの3段で構成され、スチ
ール製のセンターコラムとラック＆ピニオンによ
る昇降機構を備えています。
また、脚にはレベリング機構を装備しています。
伸縮式の2本のセンターコラムは同時に上昇・下
降し、落下防止用のスチールケーブルが内蔵され
ています。
クランクハンドル1回転ごとにコラムが4.4cm上昇
します。
それ以外の目的に使用される場合は、正しい操作
方法の確認と安全の確保のため、販売店、またはウ
ェブサイトmanfrotto.comのお問い合わせのペー
ジから直接、メーカーにご連絡ください。
なお、この製品はプロの方がお仕事に使用される
ことを前提としています。
仕様
•	 重量 32.5 kg (71.65 ポンド)
•	 トップマウント ソケット： 28 mm (1-1/8インチ)
•	 認証 CE、TUV GS
•	 格納高 179 cm (70.47 インチ)
•	 設置面積最大直径 180 cm (70.87 インチ)
•	 レベリング機構付き脚
•	 全伸高 366 cm (144.09インチ)
•	 最大荷重 80 kg (176.37 ポンド)
•	 最低高 156 cm (61.41インチ)

重要 
安全点検 3  
	- 最大耐荷重：80 kg
	- スーパーワインドアップスタンドを設置する際

は、事前に、設置面ができるだけ水平であること
を確認してください。

	- 脚が地面にめり込む危険性のある場所にはス
タンドを設置しないでください。

	- 常に荷重のバランスを取ることが必要です。Tバ
ーに複数のリフレクターを取り付ける場合は特
に注意してください。

	- 屋外で使用される場合は、安全ケーブル（品番 
087WBK、別売り）の端を、適切なカラビナを使
用してスタンドに繋ぎ、もう一方の端を、スタン
ドを中心に互いに120度の角度になるよう地面
に固定してスタンドを固定します（図3）。なお、
その際、それぞれのケーブルがスタンドにしっ
かり繋がれていることを確認してください。

	- 伸縮式のセンターコラムを上下させる2本のス
チールケーブルが良好な状態であることを（第
1センターコラムライザーの点検穴を通して）定
期的に確認してください。（スタンドに機材を載
せ、ノブBおよびCを緩めた状態で）1本でもケー
ブルがほつれたり緩んだりしている場合は、ス
タンドの使用を中止し、販売店、またはウェブサ
イトmanfrotto.comのお問い合わせのページか
ら直接メーカーにご連絡ください。

⚠機材を載せた状態、あるいは持ち上げた状
態でベースを調整しないでください。

⚠スタンドを設置する際、あるいは何らかの調
整や移動を行う際は、事前に、スタンドやス
タンドに取り付けられた機材と干渉する空
間内に電気ケーブルや活電部品がないこと
を十分に確認してください。

セットアップ 1  

⚠スタンドの運搬および取り扱いは、取り付け
る機材の取り扱いに関するルールにしたが
って、2人以上で行ってください。

スタンドブレースを最下位置まで押し下げ、ロック
ねじAでロックして、ベースがいっぱいに開くことを
確認します（図1）。
その際、あらかじめスタンドコラムを縮めておく
と、操作がしやすくなります。
スタンドは必ず水平に設置してください。スタンド

には、ラピッドアクションレベリング機構付き脚に
加え、確実に水平出しが行える微調整機構が装備
されています。スリーブDを回して脚を伸ばし（図
1参照）、測定器（気泡水準器）を使用するか、ある
いは正確な基準に合わせる（たとえば、すでに水
平に調整されている構造物を基準線にする）だけ
で、スタンドのコラムを完全に垂直にすることがで
きます。
なお、この操作を行う際は、事前にできるだけセン
ターコラムを下げておいてください。
水平度が大きく変化する場所では、以下の要領で、
ラピッドアジャスターを使用します。
	- 脚のボタンE、次いでボタンFを押します（図1参

照）。
	- これらのボタンを押したまま、脚を必要な分だ

け伸ばします。
	- ボタンを離して脚を目的の位置に固定します。

水平出しは、必ず機材をスタンドに取り付ける前
に行ってください。

⚠警告：脚を格納する際、手や指がロッドに挟
まれないよう注意してください。 

⚠スタンドを設置する際、手や指が脚レベリン
グシステムに挟まれたり巻き込まれたりしな
いよう注意してください。 

機材の取り付け 2  
ロックねじGを緩め（図2）、スタンド上部の1-1/8イ
ンチ（28 mm）ソケットにスポットライトスピゴット
を差し込みます。ロックねじGを締め、目的の位置
に固定します（図2）。
風が吹いている状況で使用すると倒れる危険性
があるので、ロケ等でスタンドに大型のリフレク
ターを取り付ける際は、必ず安全ケーブル（品番 
087WBK、別売り）と併せてご使用ください。

⚠機材を取り付けた状態でスタンドを移動さ
せる場合は、事前に（レベリング脚の）レベリ
ングレバーがきちんと閉じていることを確認
してください。

高さ調節と 4  & 5
高さを調節する際は、事前に以下の点を確認して
ください。

	- 地面の状態を考慮したうえでスタンドが正しく
設置されているか

	- スポットライトまたは延長アームのバランスが
保たれ、かつ（ねじGによって）ロックされてい
るか

⚠下にいる人や物の上に機材が落ちないよ
う、回り柄（ノブ）レバーEが正しく締められて
いることを確認してください。

ロックねじBおよびCを反時計回りに回して緩めま
す（図4）。
なお、クランクハンドルは、損傷を防ぐため、内側
に向けた状態で出荷・輸送されています。
以下の要領で操作位置まで回転させます。
	- 止めねじIを反時計回りに回して緩めます（図4

）。
	- クランクハンドルHを操作位置まで回します（

図4）。
	- クランクハンドル軸Rの溝にピンMが固定され

る位置で、止めねじIを時計回りに締めてクラン
クハンドルHをロックします（図5）。

クランクハンドルHを時計周りに回して機材を押し
上げます（図5参照）。
二次安全ロックとして機能するノブNは、コラムを
押し上げる際に振動します。振動しない場合は、機
材を目的の位置に固定したうえで、最寄りの販売
店にご相談ください。
クランク操作に際して問題が発生した場合は、次
の点を確認してください。
	- ねじBおよびCが緩められているか
	- 取り付けられた機材の重量が重すぎないか（最

大60kg）
	- スタンドに（たとえば輸送中にできた）損傷が見

られないか

	- 高さ調節が枝や天井などによって制限されて
いないか、あるいはいずれかの安全ケーブル
が外れていないか（使用している場合）

目的の高さに達したら、ロックねじBおよびCを時
計回りに回してロックします（図4）。その際、フット
レストOを使用すると便利です（図1）。なお、スタ
ンドを安全ケーブルで固定することを忘れないで
ください。

⚠警告：レバーを閉じる際、あるいはライトの
向きを変える際にフットレストOを使用する
場合は、スタンドの安定性に注意が必要で
す。荷重が軸から外れると転倒する危険性
が高くなります。

⚠あらゆる状況において機材を目的の高さ
に保持できるよう、ノブCおよびBを使用し
て、必ず各部をロックしてください。 

を下げる 4  6  & 7
操作を始める前に、周囲に、ユニットの詰まりに
つながる障害物（枝、欄干など）がないことを確認
してください。
ねじBおよびCを反時計回りに回して緩めます（
図4）。
以下の要領でコラムを下げます。
	- 片手でクランクハンドルHを掴みます（図6参

照）。
	- もう一方の手で2つのラチェットボタンNを押し

ます。こうすることにより、センターコラムが誤
って下降するのを防ぐフェイルセーフ機構が
無効になります。

	- クランクハンドルHを反時計方向に回します。
安全のため、コラムを下げる際は、決してクラン
クHから手を離さないでください。コラムが目的
の高さまで下がったら、ノブBおよびCを締めます

（図4）。
スタンドのクランク操作に際して問題が発生した
場合は、以下の点を確認してください。
	- ねじBおよびCが緩められているか
	- スタンドの下降を妨げる障害物はないか

下降機構は、コラムを緩やかに下降させるための
ブレーキ組立を備えています。
コラムがあまりにも軽く下降する場合、ブレーキ
組立の調整が必要です。
	- リングナットQの開放ねじPを緩めます（図7）。
	- リングナットQを時計回りに60度（1回転の1/6

）回します。
	- ねじPを締め、六角ピボットRの平らな面に合

わせます。

メンテナンス
定期的にロックねじおよび摺動部品に溜まった埃
や砂を取り除いてください。
クリーニングには金属製の工具や鋭利な工具は
使用しないでください。
定期的にケーブルの状態を確認してください（「
安全にご使用いただくために」の章を参照のこ
と）。

使用上の注意 
規定の動作限界を超えて製品を使用しないでく
ださい。
製品の操作性や安全性を損なう恐れがあるので、
製品およびその部品の改造、変更、分解などはし
ないでください。
衝撃や偶発的な落下などにより破損した製品は、
安全に使用できない可能性があります。
そのような場合は、販売店、またはウェブサイト
manfrotto.comのお問い合わせのページから直
接、メーカーにご連絡ください。
腐食を避けるため、湿った状態で使用したあと、と
りわけ海洋環境の近くで使用したあとは、製品を
乾燥させてください。
この製品は、液体に浸された状態で使用できるよ
うには設計されていません。

⚠スタンドは無人で放置しないでください。

また、専門知識を持たない方が手を触れる
ことのないよう保管してください。

免責事項
本書に記載されている情報は、時間の経過に伴っ
て変更される可能性があります。
必要に応じて、ウェブサイトmanfrotto.comの製
品のページで本マニュアルの更新情報を確認す
るか、または、お問い合わせのページから本書の
最新版をご請求ください。
マンフロットは、（とりわけ製品の設置、使用、およ
び保守に関して）本書のいずれかの記載事項を
遵守しなかったことに起因して、人、物、または動
物から直接または間接的に派生するあらゆる損
害、ならびに不適切な使用または通常の動作限
界を超えた使用に起因する傷害および損害に関
して一切責任を負いません。
マンフロットからの明示的な許可なしに製品に変
更または改造が加えられた場合、マンフロットは
弊社の部品に関して一切責任を負いません。

ユーザー情報
製品の廃棄および梱包に関する情報
使用材料
スタンド：主な構造物は、ゴムで保護されたアルミ
ニウムおよびスチールを材料としています。
梱包：紙、ボール紙、ポリスチレンインサート、ポリ
エチレン袋

製品および梱包材を廃棄する際は、それらが廃棄
される国において上記の材料に適用される規制
を参照のうえ、廃棄してください。 

マンフロット製品をご購入いただき、ありがとうご
ざいます。

マンフロットは、弊社の製品が、その本来の使用
目的に適うものであり、かつ、材料および製造上
の瑕疵がないことを保証します。この保証は、製
品の損傷および不適切な使用に対しては適用さ
れません。標準保証期間は、製品が販売される
国、州、または地域において適用される法律によ
って定められています。なお、製品の修理を依頼
される際には、製品の購入証明書の写しが必要
です。必ず保管しておいてください。 

保証期間の延長について
マンフロットは、上記の標準保証期間に加え、本
製品の購入日から5年間の延長保証をご提供して
います。延長保証は標準保証期間とは別です。延
長保証を受けるには、以下の弊社ウェブサイトで
購入品をご登録いただく必要があります。
https://warranty.videndummediasolutions.com.

产品简介
387XU和387XBU灯架设计用于支撑电影、
电视、戏剧和摄影市场中使用的照明设备。 灯
架采用三节式（直径为70、60和50mm）设
计，配有钢制中轴以及齿条齿轮升降机构。 灯
架配有调平脚管。 两节可伸缩中轴可同时升
降，并设有复位钢缆。 手摇曲柄每转动一圈，
中轴升高4.4cm。 如将本产品作除规定以外的
其他用途，为确保正确操作和安全使用，请通过
manfrotto.com上的“联系我们”专区直接联系
您的零售商或制造商。 本产品仅供专业人员用于
专业用途。
技术参数
•	重量 32,5 kg (716.5 lb)
•	顶部接口 28 mm插孔 (1 1/8"插孔)
•	认证 CE; TUV GS
•	闭合长度 179 cm (70.47 in)
•	底座最大直径 180 cm (70.87 in)
•	调平脚管
•	最大高度 366 cm (144.09 in)
•	最大承重 80 kg (176.37 lbs)
•	最小高度 156 cm (61.41 in)

重要事项 
安全检查 3  
	- 最大安全承重：80kg
	- 在固定手摇灯架之前，确保支撑面尽可能水

平。
	- 必须避免将灯架放置在底脚可能沉入地面的表

面上。
	- 负载必须始终保持平衡，特别是需要使用T型

杆来支撑多个反光罩时。
	- 户外使用时，请将安全线缆的末端以互成

120°的角度固定在地面上，使灯架位于中心
位置（图3），使用合适的钩环固定线缆（货
号为087WBK，未提供），同时检查线缆连
接点的牢固性。

	- 定期检查并确认用于升降两节可伸缩中轴的
钢缆（通过第一节中轴立管上的检查孔）的
状况。如果钢缆出现磨损或松弛（灯架承载
且旋钮“B”和“C”松开），则请停止使用
灯架，并通过manfrotto.com上的“联系我
们”专区直接联系您的经销商或制造商。

⚠当灯架处于承载和/或升高状态时，请勿调
节底座

⚠在定位灯架和试图对灯架进行任何调节/移
动之前，请仔细检查并确认灯架及其负载
所在区域没有任何电缆或带电部件

设置 1  

⚠必须由至少两名操作人员按照货物装卸的
相关规定来运输和装卸灯架

将 灯 架 撑 杆 推 动 到 底 部 位 置 并 使 用 锁 紧 螺
钉“A”（图1）进行锁定，确认底座是否完全
打开。
灯架中轴处于折叠状态时，操作较为容易。
必须调平灯架。灯架配有快速调平脚管及微调装
置，以确保灯架保持水平。为确保灯架中轴完全
垂直，需转动套管“D”（见图1）来延长脚管，
并使用测量工具（气泡水平仪）或与精确参考线
对齐（例如，使用已调平结构作为参考线）。
在此之前，应尽可能降低中轴。
如果支撑表面高度差异较大，可使用快速调节
器：
	- 按下位于脚管上的按钮“E”，然后按下按

钮“F”（见图1）
	- 按住这些按钮，同时将脚管延长至所需位置
	- 松开按钮，将脚管锁定到位
	- 在将设备安装到灯架上之前，必须进行调平。

⚠警告：在脚管闭合过程中，撑杆可能会导
致夹伤风险

⚠在安装灯架时，请小心操作，以免因脚管
调平系统移动而造成挤压

灯架加载 2  
松开锁紧螺钉“G”（图2），然后将聚光灯插

头插入到灯架顶部的1-1/8”（28mm）
插孔中。拧紧锁紧螺钉“G”（图2）以
固定到位。 在有风的情况下，灯架可能会
翻倒，因此只能将灯架用于支撑大反光罩
并使用安全线缆（货号为087WBK，未提
供）。

⚠在以任何方式加载和移动灯架之前，确保
正确闭合调平杆（位于调平脚管上）

高度调节以及 4  & 5
在调节高度之前，请检查以下事项：
	- 灯架设置是否正确，是否已经将地面条件考虑

在内？
	- 聚光灯或延伸臂是否正确平衡并锁定（螺

钉“G”）？

⚠确保您已正确拧紧旋杆（旋钮）“E”，以
防止其掉落到下方的人员身上或物体上

通过逆时针转动松开两个锁紧螺钉“B”和“C”
（图4）。
在装运/运输过程中，应将手摇曲柄转动到内侧，
防止损坏。
按照以下步骤转动到操作位置：
	- 逆时针转动固定螺钉“I”（图4）
	- 将手摇曲柄“H”转动到操作位置（图4）
	- 顺时针拧紧固定螺钉“I”，将手摇曲柄“H”

锁定到位（图5），并将销钉“M”固定到手
摇曲柄轴“R”的通道中。

通过顺时针转动手摇曲柄“H”来升高负载（参
见图5）。
当您升高中轴时，二级安全锁旋钮“N”会发生
振动。如果未发生振动，则请将负载固定到位并
咨询您当地的经销商。
如果摇动曲柄时出现问题，则请检查以下事项：
	- 螺钉“B”和“C”是否已经松开？
	- 灯架上的负载是否超重（最大为60kg）？
	- 灯架是否出现任何损坏迹象（例如在运输过程

中造成）？
	- 高度调节是否受到树枝、天花板等物的限制，

或者已安装的安全线缆是否未松开？
达到所需高度后，顺时针转动螺钉“B”和“C”
（图4）将其锁定。此时可使用脚踏板“O”（图
1）。请勿忘记使用安全线缆固定灯架。

⚠警告：在闭合调平杆或布设光源时，如果
使用脚踏板“O”，则应注意灯架的稳定
性，因为如果负载发生轴偏移，则会增加
倾翻风险

⚠为了保证负载在任何情况下均保持所需高
度，必须使用旋钮C和B锁定脚管

降低 4  6  & 7
在开始操作之前，确保不存在可能导致设备卡塞
的障碍物（树枝、栏杆等）
逆时针转动螺钉“B”和“C”，使之松开（图
4）。
降低中轴：
	- 一只手握住手摇曲柄“H”（见图6）
	- 另一只手按下两个棘轮按钮“N”。此操作将

会停用防止中轴意外下降的保险机构。
	- 逆时针转动手摇曲柄“H”。

出于安全考虑，降低中轴时请勿松开曲柄“H”
，这一点至关重要。当中轴已降至所需高度时，
拧紧旋钮“B”和“C”（图4）。
如在降低灯架时出现问题，则请检查以下事项：
	- 螺钉“B”和“C”是否已经松开。
	- 是否存在妨碍灯架降低的障碍物。

降低机构配有可缓冲中轴下降的制动组件。
如果中轴下降过快，则需要调节制动组件：
	- 松开位于环形螺母“Q”上的螺钉“P”（图

7）
	- 将环形螺母“Q”顺时针转动60°（1/6圈）
	- 拧紧螺钉“P”，确保其与六角形枢轴“R”

的平面对齐

维护
定期清除锁紧螺钉和滑动部件上的灰尘和沙粒。 
在进行清洁操作时，请勿使用金属或锋利的工
具。 定期检查线缆的状态（参见“安全使用规
定”）

注意事项
请勿在规定的操作限制之外使用本产品。 请勿损
坏、改动或拆卸产品或其部件，否则会影响产品
的操作和/或安全。 使用已损坏（例如因撞击或
意外跌落）产品可能会影响其安全使用。
在这种情况下，请通过manfrotto.com上的“
联系我们”专区直接联系您的零售商或制造商。 
在潮湿环境下使用之后，请保持产品干燥，以避
免发生腐蚀
特别是在近海环境中使用时。
本产品不可浸入液体中使用。

⚠灯架不得无人看管或由非专业人员使用

免责声明
本文件中所包含的信息可能会随着时间的推移而
变化。 如有必要，请在manfrotto.com的产品
专区查看本手册的更新情况，或通过“联系我
们”专区要求发送最新版本。
因不遵守本文件中的所有说明（特别是产品的安
装、使用和维护说明）而由人员、物品或动物直
接或间接导致的任何损害，以及因使用不当或超
出正常操作限制而造成的伤害和损害，曼富图不
承担任何责任。未经曼富图明确许可而对产品作
出任何变更或更改，均会自动导致曼富图责任的
免除。

用户信息 
产品处理和包装
所用材质
灯架：主体结构采用铝材和钢材制成；橡胶保
护层
包装：纸张、纸板、聚苯乙烯衬里、聚乙烯包
装袋
本产品及其包装的处理，请参考该待处理产品
（采用上述材料制成和包装）所在国家的现行
规定。

感谢您购买曼富图产品。

曼富图保证产品适用于其设计用途，并针对任何
材料和工艺缺陷提供保修。本保修条款不包括产
品损坏或使用不当的情况。标准保修期的期限由
产品销售国家、州或地区的现行法律规定。请
保留购买产品的发票，因为会在维修时要求您
提供。

如何延保
除了上述标准强制保修期之外，曼富图还提供自
本产品购买之日的5年延保服务。延保不会影响
标准强制保修期。只需在我们的网站上登记您的
购买信息，您的产品即可享受相应的延保服务：
https://warranty.videndummediasolutions.com.

사용설명서
소개
387XU 및 387XBU 스탠드는 영화, TV, 연극 
및 사진 시장에서 사용되는 조명기구를 지원하
도록 설계되었습니다.
스틸 중앙 컬럼과 톱니 막대와 톱니 바퀴가 
맞물리는 리프팅 메커니즘을 가진 세 개의 
(70, 60 및 50 mm 직경) 섹션을 가진 스탠
드입니다.
스탠드에는 레벨링 레그가 장착되어 있습니다.
두 개의 연장 가능한 센터 칼럼이 동시에 올
라갔다 내려가며 복구용 스틸 케이블을 포함
합니다.
크랭크 핸들을 돌릴 때마다 칼럼이 4.4cm씩 
상승합니다.
제공된 용도 이외의 다른 목적으로 사용하
실 경우 올바른 작동 및 안전을 보장하려면 
manfrotto.com에 있는 연락처를 참고하시어 
해당 수입사에 직접 문의하십시오.
본 제품은 전문가용으로 제작되었습니다.
사양
•	중량 32,5 kg (716.5 lb)
•	상단 마운트 소켓 28mm (소켓 1 1/8")
•	인증 CE; TUV GS
•	접은 길이 179 cm (70.47 in)
•	풋 프린트- 최대 직경 180 cm (70.87 in)
•	레벨링 레그
•	최대 높이 366 cm (144.09 in)
•	최대 하중 80 kg (176.37 lbs)
•	최소 높이 156 cm (61.41 in)
중요 
안전 검사 3  
	- 최대 하중: 80kg
	- 슈퍼 윈드 업(Super Wind Up)의 위치를 잡

기 전에 표면이 수평인지 확인하십시오. 
	- 다리가 바닥에 가라앉을 위험이 있는 표면

에는 스탠드를 놓지 마십시오.
	- 적재물은 항상 균형을 유지해야 하며, 특히 

여러 개의 리플렉터에 T 바를 사용 할 경우
에는 더욱 그렇습니다.

	- 실외에서 사용할 경우, 스탠드를 중앙에 놓
고 (그림 3), 케이블의 커플링 포인트의 견
고함을 점검하기 위한 적절한 카라비너 수
단으로써 케이블 (Art. 087WBK 는 별도 
구매)을 제 위치에 고정 시키고 안전 케이
블의 끝을 서로 120°가 되도록 고정하
십시오.

	- (첫 번째 센터 컬럼 라이저의 점검용 홀을 
통해) 텔레스코픽 센터 컬럼을 올리고 내리
는 두 개의 스틸 케이블이 양호한 상태인지 
정기적으로 점검하십시오.

케이블이 마모되거나 느슨한 경우 (스탠
드에 장비를 올린 상태로 손잡이 “B”와 “C”
가 느슨해짐), 스탠드 사용을 중지하시고 
manfrotto.com에 있는 연락처를 참고하시어 
해당 수입사에 직접 문의하십시오.

⚠장비를 마운트를 하였거나 그리고/또
는 적재한 상태에서 베이스를 조정하지 
마십시오.

⚠스탠드 배치 및 조정/이동을 시도하기 
전에 스탠드와 적재물 주변에 전기 케이
블 또는 충전부가 있는지 확인하십시오.

설치 1  

⚠스탠드의 운반 및 취급은 적어도 2명의 
작업자가 적재물 취급 규정에 따라 수행
해야 합니다. 스탠드 받침대를 하단 위치
까지 밀고 잠금 나사 “A” (그림 1)로 고
정시켜 받침대가 완전히 열려있는지 확
인합니다. 스탠드 컬럼을 접은 상태에서

의 작업이 더 용이합니다. 스탠드는 수
평을 유지해야 합니다.

스탠드에는 다리를 재빨리 수평으로 조정할 
수 있는 기능이 있으며 이를 유지할 수 있도록 
미세 조정 기능 또한 갖추고 있습니다.
스탠드의 컬럼이 최대로 수직이 되도록 하려
면, 슬리브 “D” (그림 1) 를 회전하여 다리를 
펼친 다음 측정 도구 (버블 레벨)를 사용하거
나 정확한 기준을 활용하십시오. (예: 이미 평
평한 구조물을 활용)
이 작업을 수행하기 전에 센터 컬럼을 최대한 
내리십시오.
레벨 차이가 많은 위치에서는 빠른 조정기를 
사용할 수 있습니다:
	- “E”버튼을 누른 다음, 다리에 위치한 “F”버

튼을 누릅니다. (그림 1)
	- 두 개의 버튼을 누른 채로 필요한 위치에 다

리를 펼칩니다.
	- 버튼을 놓고 다리를 제자리에 고정시킵

니다.
스탠드에 장비를 적재하기 전에 항상 수평이 
되도록 조절해야 합니다.

⚠경고: 다리가 닫힐 때 로드로 인한 절
단 위험 

⚠스탠드를 세울 때 다리의 수평 조절 시
스템의 움직임으로 인해 끼이거나 눌리
지 않도록 주의하십시오.

스탠드 설치 2  
스탠드 상단의 1-1/8” (28mm) 소켓에 스포
트라이트 원통을 삽입하기 전에 잠금 나사 “G” 
(그림 2)를 엽니다.
“G” 잠금 나사 (그림 2) 로 위치를 고정합
니다.
바람이 많이 부는 상황에서는 스탠드가 넘어 
질 수 있으므로 현장에서는 꼭 안전 케이블 
(Art.087WBK 별도구매)과 함께 대형 리플렉
터에 사용하십시오.

⚠어떤 방식으로든 장비를 올리거나 스탠
드를 이동하기 전에, 수평 조절 장치가 
올바르게 닫혀 있는지 확인하십시오.

높이 조절 4  & 5
높이를 조절하기 전에 다음 사항을 확인하
십시오.
	- 스탠드가 올바르게 셋팅이 되었는지 확인 

및 바닥 상태 확인 
	- 스포트 라이트 또는 익스텐션 암이 올바

르게 균형을 이루고 잠겨있는지 확인 (나
사 “G”)

⚠토미 바 레버 “E”를 단단히 조여서 아
래의 사람이나 사물에 떨어지지 않도
록 하십시오.

잠금 나사 “B”와 C” (그림 4)를 모두 시계 반
대 방향으로 풀어줍니다.
크랭크 핸들은 손상을 방지하기 위해 안쪽으
로 접힌 상태로 출하/운반 됩니다.
다음을 통해 사용 위치로 회전합니다.
	- 잠금 해제 세트 나사 “I”를 시계 반대 방향으

로 풀어줍니다. (그림 4)
	- 크랭크 핸들 “H”를 사용 위치로 돌려줍니

다. (그림 4)
	- 세트 나사 “I”를 시계 방향으로 조여서 크랭

크 핸들 축 “R”의 채널에 “M” 핀이 고정되도
록 크랭크 핸들 “H”를 제 위치에 고정하십
시오 (그림 5)

크랭크 핸들 “H”를 시계 방향으로 돌려서 하중
을 올립니다. (그림 5)
2차 안전 잠금 장치인 손잡이 “N”은 칼럼을 올
릴 때 진동을 합니다. 그렇지 않을 경우, 적재
된 장비를 제자리에 고정시키고 현지 판매점
에 문의하십시오.

크랭킹 시 문제가 발생하는 경우 다음을 확
인하십시오.
	- 나사 “B”와 “C”가 풀려있는지?
	- 스탠드의 하중이 무거운지 (최대 60kg)?
	- 스탠드가 손상된 흔적이 있는지 (예: 운송 

중 발생)?
	- 높이 조절 장치가 나뭇가지, 천장 등에 의해 

제한 되어있거나 또는 장착되어 있거나 해
제되지 않은 안전 케이블이 있는지?

원하는 높이에 도달하면 나사 “B” 및 “C” (그
림 4)를 시계 방향으로 돌려서 잠급니다. 발
판 “O” (그림 1) 가 유용할 수 있습니다. 스
탠드를 안전 케이블로 고정하는 것을 잊지 마
십시오.

⚠경고: 레버를 닫거나 조명의 방향을 조
정하는 동안 발판 “O”를 사용할 때, 하
중이 축을 벗어날 경우 기울어질 위험
이 있으므로 스탠드의 안정성에 주의
하십시오.

⚠모든 상황에서 필요한 높이를 유지하려
면 손잡이 “C” 와 “B”를 사용하여 섹션을 
잠가야 합니다.

내리기 4  6  & 7
시작하기 전에 장치에 걸릴 만한 장애물이 없
는지 확인하십시오. (나뭇가지, 난간 등) 나사 
“B”와 “C” (그림 4)를 시계 반대 방향으로 돌
려서 풀어주십시오.
컬럼을 내리려면:
	- 한 손에 크랭크 핸들 “H” (그림 6)을 잡

습니다.
	- 다른 한 손으로 두 개의 톱니 바퀴 버튼 “N”

을 누릅니다.
이렇게 하면 센터 컬럼이 실수로 내려가지 않
도록 방지하는 자가안전 (fail-safe) 메커니즘
이 비활성화됩니다.
	- 크랭크 핸들 “H”를 시계 반대방향으로 돌

려주십시오.
안전을 위해 컬럼을 내릴 때 크랭크 “H”를 놓
지 않는 것이 중요합니다.
컬럼을 필요한 높이로 내린 후 손잡이 “B”와 
“C” (그림 4)를 조여줍니다.
스탠드를 접을 때 문제가 발생할 경우, 다음을 
확인하십시오.
	- 나사 “B”와 “C”가 풀려있는지 확인
	- 스탠드가 내려가지 못하게 막는 장애물이 

있는지 확인
하강 메커니즘에는 컬럼의 하강을 조절하는 
브레이크 장치가 장착되어 있습니다. 컬럼이 
너무 잘 내려갈 경우, 브레이크 장치를 조정
해야 합니다.
	- 링 너트 “Q” (fig.7)에 위치한 나사 “P”를 

엽니다
	- 링 너트 “Q” 를 시계방향으로 60° 회전시

킵니다. (1 회전의 1/6)
	- 육각형 피벗 “R”의 평평한 면에 맞춰 나사 

“P”를 조여줍니다.
유지보수
잠금 나사와 슬라이딩 부품의 먼지와 모래
를 정기적으로 제거하십시오. 청소 작업 중
에는 금속 또는 날카로운 도구를 사용하지 마
십시오.
케이블 상태를 정기적으로 점검하십시오. (“
안전 사용 규정” 참조)

Стойки 387XU и 387XBU предназначены для 
установки прожекторов и света, используемых 
для освещения кино и фото студий, театральных 
и концертных площадок. 
Стойка с тремя секциями (диаметром 70, 60 и 50 
мм), с центральной стальной колонной и зуб-
чатым подъемным механизмом. Стойка имеет 
выравнивающую ногу. Две телескопические 
центральные колонны можно одновременно 
поднимать и опускать при помощи специально-
го стального троса. При каждом обороте руко-
ятки редуктора колонна поднимается на 4,4см. 
В случае использования не по прямому назна-
чению, для обеспечения безопасности, просьба 
связаться с местным дилером или производите-
лем напрямую через форму обратной связи на 
сайте manfrotto.com.
Продукция предназначена для профессиональ-
ного использования специально обученным 
персоналом. 
ХАРАКТЕРИСТИКИ
	• Вес 32,5 кг (716.5 lb)
	• Верхнее крепление Гнездо 28мм (1 1/8")
	• Сертификация CE; TUV GS
	• Длина в сложенном состоянии 179 см 

(70.48")
	• Максимальный диаметр основания 180 см 

(70.87")
	• Выравнивающая нога
	• Максимальная высота 366 см (144.09 in)
	• Максимальная нагрузка 80 кг (176.37 lbs)
	• Максимальная высота 156 см (61.41 in)

ВАЖНО 
ТЕХНИКА БЕЗОПАСНОСТИ 3  
	- Максимально допустимая нагрузка: 80 кг
	- Перед установкой стойки Super Wind Up убе-
дитесь, что опорная поверхность максималь-
но горизонтальна. 

	- Нельзя устанавливать стойку на поверхно-
стях, где ноги могут провалиться в грунт. 

	- Нагрузка всегда должна быть сбалансирована, 
особенно в случае использования переклади-
ны T Bar для установки нескольких рефлекто-
ров.

	- При использовании стойки на улице необ-
ходимо закрепить страховочные тросы под 
углом 120° друг от друга, стойка должна нахо-
дится в центре (рис. 3). Тросы (артикул 087WBK 
не входят в комплект поставки) необходимо 
закрепить специальными карабинами, при 
этом необходимо убедиться в прочности точ-
ки соединения тросов. 

	- Регулярно проверяйте состояние двух тросов 
подъемного механизма. Тросы видны через 
специальные отверстия для осмотра в ниж-
ней складной секции: если хоть один кабель 
потерт или провисает (при нагруженной стой-
ке и ослабленных ручках фиксаторов "B" и "C"), 
перестаньте использовать стойку и свяжитесь 
с местным дилером или производителем на-
прямую через форму обратной связи на сайте 
manfrotto.com.

⚠нельзя настраивать и регулировать стой-
ку с установленным оборудованием

⚠перед установкой стойки и любыми на-
стройками или перемещением стойки 
убедитесь в отсутствии электрических 
кабелей и токоведущих частей в зоне ис-
пользования стойки и оборудования.

УСТАНОВКА 1  

⚠согласно правилам работы с грузами, 
перемещение и работа со стойкой долж-
на осуществляться как минимум двумя 
операторами. 

Убедитесь, что основание стойки разложено до 
конца, для этого опустите распорку до самого 
конца и зафиксируйте при помощи фиксатора 
"А" (рис. 1).
Разложить основание стойки легче при сложен-
ной центральной колонне. 
Стойку необходимо выровнять. Стойка имеет Cod. 387,77 - 10/22

INSTRUCTIONS

387XU
387XBU

Изделие не предназначено для погружения в 
жидкости. 

⚠Стойку нельзя оставлять без присмотра 
или допускать к ней не подготовленных 
людей.

ИСКЛЮЧЕНИЕ ОТВЕТСТВЕННОСТИ
Информация, содержащаяся в настоящем доку-
менте, может со временем изменяться. При не-
обходимости, пожалуйста, проверяйте наличие 
обновленной версии на сайте manfrotto.com в 
разделе Продукция или запросите обновлен-
ную версию через форму обратной связи. 
Manfrotto не может нести ответственности за 
любой ущерб, который может прямо или кос-
венно вытекать от людей, предметов или живот-
ных вследствие несоблюдения всех указаний, 
приведенных в данном документе (в частно-
сти, относительно установки, использования 
и обслуживания изделия ), а также за травмы 
и повреждения, вызванные неправильным ис-
пользованием или использованием, которое 
выходит за рамки обычных эксплуатационных 
ограничений. Любые вмешательства или изме-
нения, внесенные в изделие без явного разре-
шения от Manfrotto, автоматически приводят 
к исключению какой-либо ответственности со 
стороны Manfrotto.

ПОЛЬЗОВАТЕЛЬСКАЯ ИНФОРМАЦИЯ 
Утилизация изделия и упаковки 
Используемые материалы
Стойка: Стойка изготовлена из алюминия и ста-
ли; детали из резины 
Упаковка: Бумага, картон, вставки из пено-
пласта, полиэтиленовые пакеты 

Чтобы утилизировать изделие и его упаковку, 
пожалуйста, ознакомьтесь с правилами отно-
сительно вышеупомянутых материалов, дей-
ствующими в стране, в которой продукт утили-
зируется.

Благодарим вас за то, что приобрели продук-
цию Manfrotto.
Manfrotto гарантирует, что продукция подходит 
для целей, для которых была разработана, а так-
же отсутствие дефектов материалов и изготов-
ления. Настоящая гарантия не распространяет-
ся на повреждения вследствие неправильного 
использования. Продолжительность стандарт-
ного гарантийного периода определяется за-
конодательством, действующим в стране, штате 
или регионе, в котором продается продукция. 
Пожалуйста, храните копию документа о по-
купке вашего изделия, поскольку этот документ 
может понадобиться в случае обращения по 
поводу ремонта. 

Как расширить гарантию
В дополнение к обязательной стандартной га-
рантии, упомянутой выше, Manfrotto предлагает 
расширить гарантийный срок до 5 лет с даты 
покупки. Продление гарантии не влияет на стан-
дартную обязательную гарантию. Чтобы про-
длить гарантийный срок, вам необходимо заре-
гистрировать свою покупку на нашем веб-сайте: 
https://warranty.videndummediasolutions.com.

CONTENT OF EU DECLARATION OF CONFORMITY for 387XU - 387XBU
Manufacturer’s name : Videndum Media Solutions Spa
Manufacture’s address : Via Valsugana 100, 36022 Cassola (VI), Italy
Product name :	 SUPER WIND UP STAINLESS STEEL
Product code :	 387XU
Product name :	 SUPER WIND UP BLCK STEEL STAND
Product code :	 387XBU

GB - 	Complies with the requirements of the following directives and carries "CE" 
marking accordingly :

I - 	 È conforme alle seguenti direttive e riporta la marchiatura “CE”:
D - 	 Erfüllt die folgenden Richtlinien und trägt „CE“-Zeichen entsprechend :
F - 	 C’est conforme aux directives suivantes et porte marque «CE» en conséquence :
E - 	 Cumple con las siguientes directivas y lleva marca “CE”:

Directive 2006/42/EC (n.a.)

The legal entity authorised to compile the technical file is
Videndum Media Solutions Spa

주의사항
정의 된 작동한계를 초과하여 제품을 사용하
지 마십시오. 제품 또는 부품을 조작, 개조 또
는 분해하지 마십시오. 제품의 작동 및/또는 
안전을 저해할 수 있습니다. 예를 들어 충격이
나 우발적인 낙하로 인해 손상된 제품을 사용
하면 안전한 사용을 저해할 수 있습니다. 
이러한 경우 manfrotto.com에 있는 연락처를 
통해 해당 수입사에 직접 문의하십시오.
젖은 상태로 사용한 다음에는 부식이 발생하
지 않도록 제품을 건조시키십시오. 특히 해상 
환경 근처에서 사용할 경우 더욱 그렇습니다.
본 제품은 액체에 담그도록 설계되지 않았
습니다.

⚠스탠드를 방치하거나 전문가가 아닌 사
람이 접근하지 않도록 주의하시기 바
랍니다.

법적책임의 제외
이 문서에 포함 된 정보는 시간이 지남
에 따라 변동될 수 있습니다. 필요한 경우 
manfrotto.com 웹사이트의 제품 메뉴에서 이 
설명서의 업데이트를 확인하거나 웹사이트에 
있는 연락처를 통해 업데이트 된 사본을 사용
자에게 보내달라고 요청하십시오.
Manfrotto는 이 문서의 모든 표시 (특히 제품
의 설치, 사용 및 유지 보수와 관련하여)를 준
수하지 않아 발생할 수 있는 사람, 물건 또는 
동물로부터의 직접 또는 간접적인 손상에 대
해 책임을 지지 않습니다. 뿐만 아니라 정상적
인 작동 범위를 벗어난 부적절한 사용으로 인
한 상해 및 손해도 포함됩니다.
Manfrotto의 명시적인 허가 없이 제품을 변경
하거나 개조할 경우 Manfrotto부품에 대한 책
임이 자동으로 제외됩니다.
사용자 정보
제품 폐기 및 포장
사용재료
스탠드: 주요 구조는 알루미늄 및 스틸로 만들
어지며 보호 고무가 포함되어 있습니다.
포장: 종이, 카드보드, 폴리스티렌 삽입물, 폴
리 에틸렌 봉지
제품 및 포장재를 폐기하려면 제품이 처분되
는 국가의 현행 규정을 참조하십시오.

제품을 구매해주셔서 감사합니다.

Manfrotto는 제품이 설계 목적에 적합하고 재
료 및 제작상의 결함이 없음을 보장합니다.
본 보증은 제품의 손상 또는 부적절한 사용에 
대해서는 보증하지 않습니다. 
표준 보증 기간은 제품이 판매되는 국가, 주 
또는 지역의 법률에 따라 정의됩니다.
제품 수리 시 요청될 수 있으므로 제품 구입 
증명서 사본을 보관해 두십시오.

보증기간 연장 방법
Manfrotto는 위에 언급 된 의무 표준 표지 외
에도 이 제품 구입일로부터 최대 5년의 보증 
연장을 제공합니다. 보증 연장은 표준 의무 적
용 범위에 영향을 미치지 않습니다.
보증 연장의 혜택을 받으시려면 
https://warranty.videndummediasolutions.com
웹사이트에서 제품을 등록하시기 바랍니다.

выравнивающую ногу с механизмом быстрого 
освобождения. Повернув фиксатор "D" (рис. 1) 
выдвиньте выравнивающую ногу и отрегули-
руйте стоку при помощи пузырькового уровня 
или ориентируясь на уже выровненное обору-
дование. 
Предварительно опустите центральную колон-
ну. 
На локациях, где поверхность может быть не 
ровной, можно воспользоваться механизмом 
быстрого освобождения ноги:
	- зажмите кнопку "E" а затем "F", которые нахо-
дятся на выравнивающей ноге (рис. 1)

	- удерживайте эти кнопки зажатыми и выдвинь-
те ногу до необходимого положения

	- отпустите кнопки, чтобы зафиксировать ногу 
в выбранном положении 

Настройка стойки всегда должна осуществлять-
ся до установки на нее оборудования. 

⚠осторожно: при складывании ног можно 
порезаться о тросы 

⚠при установке стойки будьте осторожны, 
есть риск травмирования при регулиров-
ке выравнивающей ноги 

УСТАНОВКА ОБОРУДОВАНИЯ НА СТОЙКУ 2  
Перед установкой штифта в гнездо 1-1/8" (28 
мм) в верхней части стойки необходимо ос-
лабить фиксатор "G" (рис. 2). После установки 
штифта затяните фиксатор "G" (рис. 2), чтобы 
закрепить штифт на месте. 
При использовании тяжелого оборудования 
стойка должна закрепляться страховочным 
тросом (артикул 087WBK, не входит в комплект), 
так как в ветреную погоду стойка может завали-
ваться. 

⚠Перед установкой оборудования на 
стойку и перед перемещением стойки 
убедитесь, что выравнивающая нога уста-
новлена как следует и фиксатор ноги за-
блокирован. 

РЕГУЛИРОВКА ВЫСОТЫ 4  & 5
Перед регулировкой высоты стойки проверь-
те:
	- правильно ли установлена стойка и учтены ли 
особенности опорной поверхности в рабочей 
зоне

	- сбалансирована ли нагрузка и надежно затя-
нут фиксатор "G"

⚠проверьте, что ручка фиксатора "E" пере-
кладины Tommy bar затянута как следует, 
чтобы исключить падение оборудования 
на людей или на предметы под стойкой

Ослабьте ручки фиксаторов "B" и "C" (рис.4) по-
вернув их против часовой стрелки. Переведите 
рукоятку редуктора "H" в рабочее положение 
(для предотвращения повреждения при транс-
портировке рукоятка повернута внутрь):
	- поверните кольцо фиксатор "I" по часовой 
стрелке (рис. 4)

	- переведите рукоятку "H" в рабочее положе-
ние (рис. 4)

	- зафиксируйте рукоятку редуктора "H" в нуж-
ном положении (рис. 5) поворотом винта "I" 
по часовой стрелке. Штырь "M" должен ока-
заться в выемке на поворотной оси "R".

Поднимите оборудование на необходимую 
высоту, поворачивая рукоятку "H" по часовой 
стрелке (рис. 5).
Штырь "N" это дополнительный страховочный 
фиксатор, он должен вибрировать при подня-
тии колонны. Если нет, зафиксируйте оборудо-
вание в безопасном положении и свяжитесь с 
местным дилером. 
Если при работе редуктора возникают пробле-
мы необходимо проверить следующее:
	- фиксаторы "B" и "C" ослаблены?
	- оборудование на стойке слишком тяжелое 
(максимально 60 кг)?

	- есть следы повреждения стойки?
	- есть препятствия или ограничения в виде по-
толка, балок и т.д. или страховочные тросы не 

были освобождены? 
После достижения необходимой высоты затя-
ните фиксаторы "B" и "C" (рис. 4) повернув их по 
часовой стрелке. Для удобства воспользуйтесь 
подножкой "O" (рис. 1). Не забудьте закрепить 
стойку страховочными тросами. 

⚠осторожно: при использовании поднож-
ки "O" во время зажатия фиксаторов или 
настройки направления светильников 
важно следить за равновесием стойки, 
так как возникает риск заваливания при 
смещении нагрузки. 

⚠чтобы гарантировать стабильное поло-
жение оборудования на любой высоте, 
секции стойки необходимо блокировать 
фиксаторами C и B 

ОПУСКАНИЕ 4  6  & 7
Перед тем как спустить оборудование на стойке 
убедитесь, что для этого нет помех, что обору-
дование не цепляется за ветки, перила и прочие 
конструкции. Ослабьте фиксаторы повернув 
ручки "B" и "C" против часовой стрелки. (рис. 4)
Для того чтобы опустить колонну: 
	- одной рукой возьмитесь за рукоятку редукто-
ра "H’’ (рис. 6)

	- другой рукой зажмите два штыря "N". Таким 
образом вы разблокируете систему защиты от 
случайного опускания центральной колонны.

	- поверните рукоятку "H’’ против часовой 
стрелки. 

Полностью опустите колонну повернув рукоят-
ку "F" против часовой стрелки. Затяните ручки 
фиксаторов "C" и "D".
В целях безопасности нельзя отпускать рукоят-
ку "H" при опускании колонны. Когда колонна 
опущена на необходимый уровень, затяните 
ручки фиксаторов "B" и "C" (рис. 4).
Если при опускании колонны возникнут про-
блемы проверьте следующее:
	- ручки фиксаторов "B" и "C" достаточно осла-
блены

	- груз ни за что не цепляется и на его пути нет 
препятствий

Опускающий механизм оснащен тормозным 
узлом, который амортизирует спуск колонны. 
Если центральная колонна опускается слишком 
свободно, необходимо отрегулировать тормоз-
ной механизм:
	- открутите винт "P" который находится на кру-
глой гайке "Q" (рис. 7)

	- поверните гайку "Q" на 60° по часовой стрелке 
(1/6 полного оборота)

	- затяните винт "P", убедившись, что он выров-
нен относительно ровной поверхности ше-
стиугольного стержня "R"

СОДЕРЖАНИЕ И ТЕХНИЧЕСКОЕ 
ОБСЛУЖИВАНИЕ
Регулярно очищайте подвижные части и замки 
от песка и пыли.
При чистке не используйте металлические или 
острые инструменты.
Регулярно проверяйте состояние тросов (см. 
раздел "Правила безопасного использова-
ния").

МЕРЫ ПРЕДОСТОРОЖНОСТИ
Не используйте изделия сверх установленных 
рабочих ограничений.
Не разбирайте, не меняйте и не вмешивайтесь 
в конструкцию изделия или его частей так как 
это может отрицательно сказаться на функцио-
нировании изделия.
Использование поврежденного оборудования 
может быть не безопасным. 
В данных случаях обращайтесь в местному ди-
леру или производителю через форму обрат-
ной связи на сайте manfrotto.com. 
После использования стойки в условиях повы-
шенной влажности необходимо хорошо просу-
шить изделие, чтобы избежать коррозии. Осо-
бенно при использовании на море. 

D J CN KO RU

Copyright © 2022
Videndum Media Solutions Spa

Via Valsugana, 100 - 36022 Cassola (VI) Italy



4

5

6 7

1

E

D

A 
O

F

B

C G

H

G

G H

I

N

H

Q

R

M

P
R

N

C

B

L
I

H

M

2

3

Gli stativi 387XU e 387XBU sono progettati per sup-
portare gli apparecchi di illuminazione utilizzati nei film, 
in televisione, nel mercato teatrale e fotografico. Uno 
stativo tre sezioni (di diametro 70, 60 e 50 mm) con 
una colonna centrale in acciaio e un meccanismo di 
sollevamento pignone-cremagliera. Il supporto è do-
tato di una gamba di livellamento. Le due parti esten-
sibili della colonna centrale si alzano e si abbassano 
simultaneamente ed incorporano un cavo di recupero 
in acciaio. La colonna si alza di 4,4 cm ad ogni giro 
della manovella.
Per garantire il corretto funzionamento e la sicurezza 
in uso per scopi diversi da quelli previsti, contattare 
il rivenditore o il produttore direttamente tramite la 
sezione Contattaci su manfrotto.com. Il prodotto è 
destinato all’uso professionale da parte di personale 
specializzato.

SPECIFICHE
•	Peso 32,5 kg (716.5 lb)
•	Attacco Superiore Socket 28mm (1 1/8”)
•	Certificazione CE; TUV GS
•	Lunghezza da chiuso 179 cm (70.47 in)
•	Ingombro a terra (massimo diametro) 180 cm (70.87 in)
•	Gamba di livellamento
•	Massima Altezza 366 cm (144.09 in)
•	Massima portata 80 kg (176.37 lbs)
•	Minima Altezza 156 cm (61.41 in)

IMPORTANTE 
REGOLE DI SICUREZZA 3
	- Carico massimo applicabile: 80 kg
	- Prima di posizionare il Super Wind Up, assicurarsi che 
la superficie di supporto sia il più orizzontale possibile.
	- È fondamentale evitare di posizionare il prodotto su 
superfici dove c’è un rischio che i piedi possano af-
fondare nel terreno.
	- I carichi devono sempre essere bilanciati, specialmen-
te quando si usano barre a T per più luci.
	- Quando lo si utilizza all’aperto, fissare il supporto 
fissando le estremità dei cavi di sicurezza a terra ad 
angolazione di 120° l’uno dall’altro, con il cavalletto 
al centro (fig. 3), fissando i cavi (Art. 087WBK non in 
dotazione) tramite appositi moschettoni, verificando 
la solidità del punto di aggancio del cavo
	- Controllare regolarmente che i due cavi d’acciaio che 
sollevano e abbassano le parti telescopiche della co-
lonna centrale (attraverso i fori di ispezione del primo 
montante centrale) siano in buone condizioni. In caso 
un cavo sia sfilacciato o allentato (a pieno carico e 
con le manopole “B” e “C” allentate), smettere di 
usare il prodotto e contattare il rivenditore o il pro-
duttore direttamente tramite la sezione Contattaci su 
manfrotto.com.

⚠Non effettuare regolazioni alla base con un cari-
co montato e/o sollevato

⚠Prima di posizionare lo stativo e tentare qualsi-
asi tipo di regolazione / movimento di questo, 
controllare attentamente che non vi siano cavi 
elettrici o parti in tensione situate nell’area occu-
pata dallo stativo e dal suo carico

SET UP 1

⚠Il trasporto e la movimentazione dello stativo de-
vono essere effettuati da almeno due operatori 
nel rispetto delle norme relative alla movimenta-
zione dei carichi.

Verificare che la base sia aperta spingendo il sostegno 
dello stativo fino alla posizione inferiore e bloccandolo 
con la vite di bloccaggio “A” (fig. 1).
L’operazione è più semplice con la colonna telescopica 
chiusa.
Il supporto deve essere livellato. Il supporto ha una 
gamba di livellamento rapido oltre alla possibilità di ef-
fettuare regolazioni precise per garantire che lo stativo 
sia a livello. Per garantire che la colonna del supporto 
sia assolutamente verticale, estendere semplicemente 
la gamba ruotando il manicotto “D” (vedere la figura 1) 
e utilizzare gli strumenti di misurazione (livella a bolla) o 
allineare con riferimenti precisi (ad esempio utilizzando 
strutture già livellate come linee di riferimento).
Prima di fare ciò, tenere la colonna centrale il più lon-
tano possibile.
Su situazioni con una variazione significativa di livello, 
è possibile utilizzare il dispositivo di regolazione rapida:
	- premere il pulsante “E” e quindi il pulsante “F”, che 
si trova sulla gamba (vedere la figura 1)
	- tieni premuti questi pulsanti mentre estendi la gamba 
nella posizione richiesta

	- rilasciare i pulsanti per bloccare la gamba in posizione
Il livellamento deve essere sempre eseguito PRIMA di 
caricare l’attrezzatura sullo stativo.

⚠Rischio di taglio durante la chiusura della gamba 
a causa delle aste.

⚠Quando si installa il supporto, prestare attenzio-
ne per evitare schiacciamenti o tagli da schiac-
ciamento dovuti al movimento del sistema di 
livellamento della gamba.

CARICAMENTO DEL SUPPORTO 2
Aprire la vite di bloccaggio “G” (fig. 2) prima di inserire il 
codolo del faretto nell’ alloggiamento da 1-1/8” (28 mm) 
nella parte superiore del supporto. Per fissare in posi-
zione bloccare la vite “G” (fig. 2).
Utilizzare solo per il supporto di riflettori di grandi di-
mensioni sul posto in combinazione con il cavo di 
sicurezza (Art. 087WBK non in dotazione) in quanto il 
supporto potrebbe ribaltarsi in caso di vento.

⚠Prima di posizionare il carico e spostare il sup-
porto in qualsiasi modo, assicurarsi che la leva 
di livellamento (sulla gamba di livellamento) sia 
correttamente chiusa.

REGOLAZIONE DELL’ALTEZZA 4  E 5
Prima di regolare l’altezza, controlla quanto segue:
	- il supporto è stato installato correttamente e le condi-
zioni del terreno sono state prese in considerazione?
	- i faretti o i bracci di estensione sono correttamente 
bilanciati e bloccati (Vite “G”)?

⚠Assicurarsi di aver serrato correttamente la leva 
della barra a T (manopola “E”) per evitare che 
cada su persone o cose sottostanti

Allentare le due viti di bloccaggio “B” e “C” (figura 4) 
ruotando in senso antiorario.
La manovella viene spedita / trasportata con la mano-
vella rivolta verso l’interno per evitare danni.
Ruota in posizione operativa per:
	- sbloccare la vite di fermo “I” in senso antiorario (fig. 4)
	- ruotare la manovella “H” in posizione di lavoro (fig. 4)
	- bloccare la manovella “H” in posizione (fig. 5) serrando 
la vite di fermo “I” in senso orario in modo che il perno 
“M” sia fissato nel canale dell’asse dell’impugnatura 
“R”.

Sollevare il carico girando la manovella “H” in senso 
orario (vedere fig. 5).
La manopola “N”, che è il blocco di sicurezza secon-
dario, vibra mentre si alza la colonna. Se non lo fa, as-
sicurare il carico in posizione e consultare il rivenditore 
locale.
In caso di problemi durante l’avviamento, verificare 
quanto segue:
	- le viti “B” e “C” sono state allentate?
	- Il carico sul supporto è pesante (max 60 kg)?
	- C’è qualche segno di danno al supporto (ad esempio 
causato durante il trasporto)?
	- la regolazione dell’altezza è limitata da un ramo, un 
soffitto ecc. od uno qualsiasi dei cavi di sicurezza, se 
presente, non è stato rilasciato?

Una volta raggiunta l’altezza desiderata, bloccare le viti 
“B” e “C” (fig. 4) ruotandole in senso orario. Il poggia-
piedi “O” (fig. 1) può essere utile qui. Non dimenticare di 
fissare lo stativo con i cavi di sicurezza sul posto.

⚠Quando si utilizza il poggiapiedi “O” mentre 
si chiude la leva o si orientano le luci, prestare 
particolare attenzione alla stabilità del supporto, 
poiché vi è un aumentato rischio di ribaltamento 
se un carico è fuori asse.

⚠Per garantire che il carico rimanga all’altezza de-
siderata in tutte le situazioni, le sezioni devono 
essere bloccate con le manopole “C” e “B”.

ABBASSAMENTO 4  6  E 7
Prima di iniziare, assicurarsi che non vi siano ostacoli 
che causino l’inceppamento dell’unità (rami, balaustre 
ecc.).
Allentare le viti “B” e “C” (fig. 4) ruotandole in senso 
antiorario.
Per abbassare la colonna:
	- impugnare la manovella “H” (vedi figura 6) con una 
mano
	- con l’altra mano, premere i due pulsanti a cricchetto 
“N”. Questo disattiverà il meccanismo fail-safe che 
impedisce alla colonna centrale di scendere acciden-
talmente.
	- girare la manovella “H” in senso antiorario.

Per motivi di sicurezza è IMPORTANTE non rilasciare la 

presa sulla manovella “H” quando si sta abbassando la 
colonna. Quando la colonna è stata abbassata all’altez-
za desiderata, stringere le manopole “B” e “C” (fig. 4).
Se sorgono problemi quando si fa scendere il carico, 
controllare:
	- se sono state allentate le viti “B” e “C”
	- se ci sono delle ostruzioni che impediscono l’abbassa-
mento del supporto.

Il meccanismo di abbassamento è dotato di un gruppo 
freno che ammortizza la discesa della colonna.
Se la colonna scende troppo liberamente, il gruppo del 
freno richiede una regolazione:
	- aprire la vite “P” che si trova sulla ghiera “Q” (fig. 7)
	- girare la ghiera “Q” di 60 ° in senso orario (1/6 di giro 
completo)
	- stringere la vite “P”, assicurandosi che sia allineata 
con la faccia piatta del perno esagonale “R”.

MANUTENZIONE
Rimuovere regolarmente polvere e sabbia dalle viti di 
bloccaggio e dalle parti scorrevoli.
Non utilizzare strumenti metallici o affilati durante le 
operazioni di pulizia.
Controllare regolarmente lo stato dei cavi (vedere il ca-
pitolo “Norme per l’uso sicuro”.

PRECAUZIONI
Non utilizzare il prodotto oltre i limiti operativi definiti. 
Non manomettere, modificare o smontare il prodotto 
o parti di esso in quanto ciò comprometterebbe il fun-
zionamento e / o la sicurezza del prodotto. L’uso di un 
prodotto che è stato danneggiato, ad esempio a causa 
di urti o cadute accidentali, può comprometterne l’uso 
sicuro. In questi casi, contattare il rivenditore o il pro-
duttore direttamente tramite la sezione Contattaci su 
manfrotto.com.
Asciugare il prodotto dopo l’uso in condizioni umide per 
evitare di provocare la corrosione soprattutto quando lo 
si utilizza in ambienti marini.
Il prodotto non è progettato per essere utilizzato immer-
so nei liquidi.

⚠Il supporto non deve essere lasciato incustodito 
o accessibile ai non professionisti.

ESCLUSIONE DI RESPONSABILITÀ
Le informazioni contenute in questo documento posso-
no essere soggette a variazioni nel tempo.
Se necessario, verificare la disponibilità di aggiorna-
menti del presente manuale nell’area Prodotti del sito 
manfrotto.com o richiedere una copia aggiornata da 
inviarsi attraverso l’area Contattaci.
Manfrotto non può essere ritenuta responsabile di al-
cun danno che possa derivare, direttamente o indiret-
tamente, da persone, cose o animali, in conseguenza 
dell’inosservanza di tutte le indicazioni contenute nel 
presente documento (in particolare per quanto riguarda 
l’installazione, l’uso e la manutenzione del prodotto), 
così come lesioni e danni derivanti da un uso o uso 
improprio che va oltre le normali limitazioni operative.
Qualsiasi variazione o modifica apportata al prodotto 
senza l’esplicito consenso di Manfrotto comporterà au-
tomaticamente l’esclusione di qualsiasi responsabilità 
da parte di Manfrotto.

INFORMAZIONI UTENTE
Smaltimento e imballaggio del prodotto
Materiali usati
Stativo: la struttura principale è realizzata in alluminio e 
acciaio; protezione in gomma.
Confezionamento: carta, cartone, inserti in polistirolo, 
buste in polietilene.

Per lo smaltimento del prodotto e del suo imballaggio, 
fare riferimento alle normative vigenti nel paese in cui il 
prodotto viene smaltito per i materiali sopra menzionati.

Les supports 387XU et 387XBU sont prévus pour 
supporter des éclairages et des projecteurs dans les 
domaines du cinéma, du théâtre, de la télévision et de 
la photographie.
C’est un pied à 3 sections (70mm, 60mm et 50mm de 
diamètre), muni d’une colonne centrale en acier et d’un 
système de crémaillère. Le pied est équipé d’une jambe 
de mise à niveau.
Les deux colonnes centrales télescopiques montent et 
descendent simultanément à I’aide d’un double câble 
en acier. A chaque tour de manivelle, la colonne s’élève 
de 4,4 cm.
Afin de garantir le bon fonctionnement du matériel et 
votre sécurité dans le cas d’un usage autre que celui 
initialement prévu, veuillez contacter votre revendeur 
ou le fabricant par le biais de la rubrique «contactez-
nous» du site www.manfrotto.com.
Ce produit est destiné à un usage professionnel par 
des personnes qualifiées.

CARACTÉRISTIQUES TECHNIQUES 
•	Poids 32,5 kg
•	Connecteur colonne Femelle pour spigot 1 1/8’’
•	Certifications CE; TUV GS
•	Hauteur fermé 179 cm
•	Envergure (diamètre maximal) 180 cm
•	Jambe de mise à niveau
•	Hauteur maximale 366 cm
•	Charge admissible maximale 80 kg
•	Hauteur minimale 156 cm

IMPORTANT 
REGLES DE SECURITE 3
	- Charge admissible maximale: 80 kg
	- Avant d’installer le Super Wind Up, assurez-vous que 
le sol soit le plus horizontal possible.
	- Ne pas placer le support sur un terrain meuble ou 
instable.
	- Assurez-vous d’équilibrer les charges, en particulier 
lors de l’utilisation d’une barre d’extension.
	- Lors d’un usage en extérieur, arrimez le Super Wind 
Up grâce aux câbles de sécurité 087WBK (non four-
nis). Accrochez les câbles au support à l’aide de 
mousquetons (fig. 3), et placez les autres extrémités 
au sol en les espaçant d’un angle de 120°, le Super 
Wind Up placé au centre. Assurez-vous ensuite de la 
robustesse de l’installation. 
	- Vérifiez régulièrement l’état des deux câbles présents 
dans le mécanisme de la colonne. Des ouvertures 
situées dans la partie basse permettent de les contrô-
ler. Si un câble est usé ou détendu (lorsque le pied 
est chargé et que les vis "B" et "C" sont desserrées), 
arrêtez d’utiliser le pied et veuillez contacter votre 
revendeur ou le fabricant par le biais de la rubrique 
«contactez-nous» du site www.manfrotto.com.

⚠Ne réglez pas la base lorsqu’elle est chargée ou 
en position élevée.

⚠Avant d’installer et d’entreprendre un quel-
conque réglage, assurez-vous qu’il n’y ait ni 
câble électrique ni élément sous tension à 
proximité.

MONTAGE 1

⚠Conformément à la législation en vigueur sur 
la manipulation de charges, deux personnes 
minimum sont nécessaires pour transporter et 
manipuler le support.

Vérifiez que la base soit totalement dépliée en poussant 
l’entretoise jusqu’en bas et en la verrouillant à l’aide de 
la vis de blocage "A" (fig. 1). L’opération est plus simple 
lorsque la colonne est à sa taille minimale.
Il est indispensable que le pied soit à niveau avant de 
le charger. Il possède une jambe de mise à niveau et un 
système de réglage rapide et précis.
Au préalable, il est indispensable d’abaisser la colonne 
au maximum. Pour vous assurer que la colonne cen-
trale soit bien verticale, veuillez régler la jambe en fai-
sant tourner le manchon "D" (fig. 1) et vérifiez le niveau 
à l’aide d’un niveau à bulle ou de repères précis (par 
exemple en vous alignant sur des équipements déjà à 
niveau). 

Sur des terrains irréguliers, il est possible d’utiliser le 
système rapide: 
	- Appuyez sur le bouton "E", puis sur le bouton "F" 
situés sur la jambe (voir fig. 1)
	- Maintenir la pression sur les boutons tout en dé-
ployant la jambe jusqu’à la longueur désirée
	- Relâchez les boutons pour verrouiller la jambe

La mise à niveau doit s’effectuer AVANT de placer les 
équipements sur le support.

⚠Risque de blessure lors de la fermeture de 
l’entretoise.

⚠Lors de l’installation, manipulez le support avec 
précaution en raison du risque de pincement/
d’écrasement induit par le système de mise à 
niveau.

FIXATION DE L’ÉCLAIRAGE 2
Desserrez la vis de blocage "G" (fig. 2) avant d’insérer le 
projecteur dans l’adaptateur femelle 1-1/8” à l’extrémité 
de la section du pied, puis serrez la vis "G" (fig. 2). En 
cas de vent, même léger, évitez d’installer de grands 
réflecteurs ou autres grandes surfaces, car la prise au 
vent serait trop importante et pourrait renverser le pied.

⚠Avant d’installer votre équipement et de bouger 
le support, assurez-vous que le levier de mise à 
niveau soit bien serré.

RÉGLAGE DE LA HAUTEUR 4  ET 5
Avant d’ajuster la hauteur du pied, assurez-vous à nou-
veau que:
	- Le support soit correctement monté et que vous avez 
pris en compte les particularités du terrain sur lequel 
il est installé
	- La charge soit correctement équilibrée et que la vis de 
blocage "G" est bien verrouillée 

⚠Vérifiez que le levier "E" soit bien serré pour évi-
ter que le support ne tombe.

Desserrez les deux vis de blocage "B" et "C" (fig. 4) en 
les tournant dans le sens inverse des aiguilles d’une 
montre.
Pendant le transport du pied, la manivelle de la crémail-
lère doit être orientée vers l’intérieur pour éviter tout 
risque d’endommagement.
Mise en place de la manivelle:
	- Desserrez la vis "I" (fig. 4) en la tournant dans le sens 
contraire des aiguilles d’une montre
	- Tournez la manivelle "H" vers l’extérieur (fig. 4)
	- Verrouillez la position de la manivelle "H" (fig. 5) en res-
serrant la vis "I" pour que la goupille "M" s’insère dans 
le logement de l’axe de la manivelle "R".

Soulevez la charge en tournant la manivelle "H" dans le 
sens des aiguilles d’une montre (fig. 5)
Le bouton "N", qui est le second système de sécurité, 
vibrera dès que vous lèverez la colonne. Si ce n’est pas 
le cas, retirez la charge et contactez votre revendeur. 
Si un problème survient lorsque vous tournez la mani-
velle, vérifiez que:
	- Les vis de blocage "B" et "C" soient desserrées
	- Le poids de l’éclairage ne dépasse pas la charge ad-
missible du support (max 80 kg)
	- Le pied n’ait pas été endommagé (lors du transport, 
par exemple)
	- Des obstacles n’obstruent pas le pied ou que les 
câbles de sécurité ne soient pas bloqués

Lorsque la hauteur souhaitée est atteinte, resserrez les 
vis de blocage "B" et "C" (fig. 4) en les tournant dans 
le sens des aiguilles d’une montre, et en vous aidant 
du marchepied "O" (fig.1) si nécessaire. N’oubliez pas 
d’assurer le pied avec les câbles de sécurité.

⚠Lorsque vous utilisez le marchepied "O" pour 
fermer le levier ou pour orienter les éclairages, 
soyez attentif à la stabilité du support car le 
risque de basculement de l’ensemble est élevé 
si la charge est excentrée.

⚠Afin de s’assurer que l’équipement reste à la 
hauteur souhaitée, il est nécessaire de verrouil-
ler les sections à l’aide des vis de blocage "B" 
et "C".

DESCENTE DU PIED 4  6  ET 7
Avant d’abaisser les sections, vérifiez qu’aucun objet 
n’obstrue le passage ou ne s’accroche à l’éclairage ou 
au pied (branches, balustrade, etc.).
Desserrez les vis de blocage "B" et "C" (fig. 4) en les 
tournant dans le sens inverse des aiguilles d’une 
montre. 
Pour abaisser la colonne:
	- Tenez la manivelle "H" (voir fig. 6) d’une main
	- Appuyez sur les deux boutons "N" avec l’autre main 
afin de désactiver le mécanisme antichute qui em-
pêche la colonne centrale de descendre accidentel-
lement
	- Tournez la manivelle "H" dans le sens inverse des 
aiguilles d’une montre

Pour des raisons de sécurité, il est IMPORTANT de ne 

pas relâcher la manivelle "H" lorsque vous abaissez la 
colonne. Lorsque la colonne a atteint la hauteur désirée, 
resserrez les vis de blocage "B" et "C" (fig. 4).
Si un problème survient pendant la descente de la 
colonne, vérifiez que:
	- Les vis de blocage "B" et "C" soient desserrées
	- Aucun obstacle n’empêche le réglage de la hauteur

Le mécanisme de descente est équipé d’un système 
crémaillère qui adoucit la descente de la colonne. Si la 
colonne descend trop librement, le système de crémail-
lère a besoin d’un réglage:
	- Desserrez la vis "P" située sur la bague de serrage 
"Q" (fig. 7)
	- Tournez la bague de serrage "Q" à 60° (1/6ème de 
tour) dans le sens des aiguilles d’une montre
	- Resserrez la vis "P" en s’assurant qu’elle soit dans 
l’alignement de l’une des surfaces planes du pivot 
hexagonal "R".

ENTRETIEN
Dépoussiérez régulièrement les vis de blocage et les 
parties coulissantes.
N’utilisez pas d’outils métalliques ou pointus pendant 
le nettoyage.
Vérifiez régulièrement l’état des deux câbles (voir le cha-
pitre «Règles de Sécurité»).

PRÉCAUTIONS D’EMPLOI
Ne pas détourner l’utilisation de ce produit.
Ne pas modifier ou démonter le produit ou ses acces-
soires car cela compromettrait son bon fonctionnement 
et la sécurité des utilisateurs.
L’utilisation d’un produit détérioré, par exemple à cause 
d’une chute, peut compromettre la sécurité. Dans ce 
cas, veuillez contacter votre revendeur ou le fabriquant 
par le biais de la rubrique «contactez-nous» du site 
www.manfrotto.com.
Séchez le produit après l’avoir utilisé dans des condi-
tions humides pour éviter la corrosion, en particulier en 
milieu marin.
Le produit n’est pas prévu pour être immergé.

⚠Le pied ne doit pas être laissé sans surveillance 
ni être manipulé par des personnes non-habili-
tées.

EXCLUSION DE RESPONSABILITÉ
Les informations contenues dans ce document sont 
susceptibles d’être modifiées à l’avenir. Si néces-
saire, veuillez consulter la rubrique «produits» du site 
www.manfrotto.com pour obtenir des mises à jour de 
ce manuel d’utilisation, ou demandez-le via la rubrique 
«contactez-nous».
Manfrotto ne saurait être tenu responsable pour tout 
dommage provoqué, directement ou indirectement, par 
des personnes, des objets ou des animaux. Le non-
respect des indications fournies dans ce document (en 
particulier au sujet de l’installation, de l’utilisation et de 
l’entretien du produit) peut engendrer des blessures ou 
des dégâts, notamment dans le cadre d’une utilisation 
détournée du produit.
Toute modification apportée au produit sans la permis-
sion explicite de Manfrotto résulterait en l’exclusion de 
toute responsabilité de la part de Manfrotto.

INFORMATIONS AUX USAGERS
Mise au rebut du produit et de son emballage
Matériaux utilisés:
Pied: la structure principale est composée d’aluminium 
et d’acier ; protection en caoutchouc.
Emballage: papier, carton, plaques de polystyrène, 
sacs en polyéthylène
Pour vous débarrasser du produit et de son emballage, 
veuillez vous référer à la législation concernant les ma-
tériaux énoncés ci-dessus en vigueur dans votre pays. 

The 387XU and 387XBU stands are designed to support 
lighting fixtures used in the film, television, theatrical 
and photograph markets.
A three (70, 60 and 50 mm diameter) section stand 
with a steel central column and a rackand-pinion lifting 
mechanism. The stand is equipped with a levelling leg.
The two extendible centre columns rise and lower si-
multaneously and incorporate a recovery steel cable.
The column rises 4.4 cm with every turn of the crank 
handle.

In order to guarantee correct operation and safety in use 
for purposes other than those provided for, please con-
tact your retailer or the manufacturer directly through 
the Contact us section on manfrotto.com.
The product is intended for professional use by special-
ised personnel.
SPECIFICATIONS
•	Weight 32,5 kg (716.5 lb)
•	Top mount Socket 28 mm (1 1/8”)
•	Certification CE; TUV GS
•	Closed length 179 cm (70.47 in)
•	Footprint - maximum diameter 180 cm (70.87 in)
•	Levelling leg
•	Maximum Height 366 cm (144.09 in)
•	Maximum load 80 kg (176.37 lbs)
•	Minimum height 156 cm (61.41 in)

IMPORTANT 
SAFETY INSPECTION 3
	- Maximum applicable load: 80 kg
	- Before positioning the Super Wind Up, make sure that 
the support surface is as horizontal as possible.
	- It is essential to avoid positioning the stand on sur-
faces where there is a risk that the feet may sink into 
the ground.
	- Loads must always be balanced, especially when us-
ing T Bars for multiple reflectors.
	- When using it outdoors, secure the stand by securing 
the ends of the safety cables to the ground at 120° 
angles from each other, with the stand at the centre 
(fig 3), fixing the cables (Art. 087WBK not supplied) by 
means of the appropriate carabiners, checking the so-
lidity of the cable’s coupling point
	- Regularly check that the two steel cables that raise 
and lower the telescopic centre columns (via inspec-
tion holes in the first centre columns riser) are in good 
condition. In the even that a cable is frayed or slack 
(with stand loaded and knobs “B” and “C” loosened), 
stop using the stand and contact your dealer or the 
manufacturer directly through the Contact us section 
on manfrotto.com.

⚠Do not make adjustments to the base with a load 
mounted and/or raised

⚠Before positioning the stand and attempting 
any kind of adjustment/movement of the stand, 
carefully check that there are no electric cables 
or live parts located in the area occupied by the 
stand and its load

SET UP 1

⚠Transportation and handling of the stand must 
be carried out by at least two operators in com-
pliance with the regulations relating to the han-
dling of loads.

Verify that the base is open at all by pushing the stand 
brace till the bottom position and locking it with locking 
screw “A” (fig. 1).
The operation is easier with the stand columns folded.
The stand must be levelled. The stand has a rapid action 
levelling leg plus the facility to make fine adjustments 
to ensure the stand is level. In order to ensure that the 
column of the stand is absolutely vertical, simply extend 
the leg by rotating sleeve “D” (see fig. 1) and use meas-
uring tools (bubble level) or align with precise references 
(e.g. using already levelled structures as sighting lines).
Before doing this, lower the centre column as far as 
possible.
On locations with a significant variation of level, the rap-
id adjuster can be used:
	- depress button “E” and then button “F”, which are lo-
cated on the leg (see fig. 1)
	- hold these buttons down while extending the leg to the 
position required
	- release the buttons to lock the leg in position

Levelling must always be carried out BEFORE loading 
equipment onto the stand.

⚠Shearing hasard during leg closure due to the 
rods 

⚠When setting up the stand, use caution to avoid 
pinching/crushing hasards due to the leg level-
ling system’s movement 

LOADING THE STAND 2
Open locking screw “G” (fig. 2) before inserting the 
spotlight spigot into the 1-1/8” (28 mm) socket at the 
top of the stand. To secure in position lock screw “G” 
(fig. 2).
Only use the stand for supporting large reflectors 
on location in combination with the safety cable (Art. 
087WBK not supplied) as the stand could tip over in 
windy conditions.

⚠Before positioning the load and moving the 
stand in any way, make sure that the levelling 
lever (on the levelling leg) is properly closed.

HEIGHT ADJUSTMENT 4  AND 5
Before you adjust the height check the following:
	- is the stand set up correctly and has the condition of 
the ground been taken into account?
	- are the spotlights or extension arms correctly bal-
anced and locked (Screw “G”)?

⚠Make sure you have correctly tightened the Tom-
my bar (Knob) lever “E” to prevent it from falling 
on people or things below

Loosen the two locking screws “B” and “C” (fig. 4) by 
turning anti-clockwise.
The crank handle is shipped/transported with the crank 
handle turned inwards to prevent damage.
Rotate into operation position by:
	- unlocking set screw “I” anticlockwise (fig. 4)
	- rotate crank handle “H” into operating position (fig. 4)
	- lock crank handle “H” in position (fig. 5) by tightening 
set screw “I” clockwise so pin “M” is secured into the 
channel of the crank handle axle “R”.

Raise the load by turning crank handle “H” in a clock-
wise direction (see fig. 5).
Knob “N” which is the secondary safety lock will vibrate 
as you raise the column. If it does not, secure the load 
in place and consult your local dealer.
If problems arise when cranking, check the following:
	- have screws “B” and “C” been loosened?
	- is the load on the stand to heavy (max 60 kg)?
	- is there any sign of damage to the stand (eg. caused 
during transportation)?
	- is the height adjustment being restricted by a branch, 
ceiling etc or have any of the safety cables, where fit-
ted, not been released?

When the desired height has been achieved, lock 
screws “B” and “C” (fig. 4) by turning them clockwise. 
Footrest “O” (fig. 1) can be useful here. Do not forget to 
secure the stand with safety cables on location.

⚠When using the footrest “O” while closing the le-
ver or orienting the lights, pay careful attention to 
the stand’s stability, since there is an increased 
risk of tipping if a load is off axis.

⚠In order to guarantee that the load stays at the 
required height in all situations, the sections 
must be locked using knobs “C” and “B”.

LOWERING 4  6  & 7
Before you begin, ensure there are no obstructions that 
cause the unit to jam (branches, balustrades etc).
Loosen screw “B” and ”C” (fig. 4) by turning them an-
ti-clockwise.
To lower the column:
	- grip crank handle “H’’ (see fig. 6) in one hand
	- with your other hand, depress the two ratchet buttons 
“N”. This will deactivate the fail-safe mechanism that 
prevents the centre column accidentally descending.
	- turn crank handle “H” in an anticlockwise direction.

For reasons of safety it is IMPORTANT not to release 
your hold on crank “H” when lowering the column. 
When the column has been lowered to the required 
height, tighten knobs “B” and “C” (fig. 4).
If problems arise when cranking the stand down, check:
	- have screws “B” and “C” been loosened.
	- are there any obstructions preventing the stand from 
lowering.

The lowering mechanism is equipped with a brake as-
sembly which cushions the descent of the column.
If the column descends too freely, the brake assembly 
requires adjustment:
	- open screw “P” which is located on ring nut “Q” (fig. 7)
	- turn ring nut “Q” 60° clockwise direction (1/6 of a full 
turn)

Merci d’avoir choisi un produit Manfrotto.

Manfrotto garantit que ses produits conviennent à 
l’usage pour lesquels ils sont destinés et qu’ils ne 
présentent aucun défaut matériel ou de main d’œuvre. 
Cette garantie ne couvre pas les dommages ni les 
conséquences d’un usage détourné du produit. La 
durée de la garantie standard est définie par la légis-
lation en vigueur dans le pays, l’état ou la région dans 
lequel le produit a été vendu. Veuillez conserver votre 
preuve d’achat car elle vous sera demandée en cas de 
réparation.

Comment étendre la couverture de la garantie?
En complément de la garantie mentionnée ci-dessus, 
Manfrotto vous offre une extension de garantie valable 
jusqu’à 5 ans à compter de la date d’achat du produit. 
L’extension de garantie n’affecte pas la garantie stan-
dard. Pour bénéficier de l’extension de garantie, vous 
devez enregistrer votre produit sur note site:
https://warranty.videndummediasolutions.com.

Los soportes 387XU y 387XBU está diseñados para 
sujetar equipos de iluminación usados en cine, televi-
sión, teatro y mercados fotográficos.
Un soporte de 3 secciones (70, 60 y 50 mm de diáme-
tro) con columna central en aluminio y un mecanismo 
de elevación de cremallera y piñón.
El soporte está equipado con una pata niveladora.
Las dos columnas centrales extensibles se levantan y 
bajan simultáneamente e incorporan un cable de acero 
de recuperación.
La columna se eleva 4.4 cm por cada vuelta completa 
de la manivela.
Para garantizar el funcionamiento correcto y la se-
guridad en el uso para fines distintos a los previstos, 
póngase en contacto con su distribuidor o con el fa-
bricante directamente a través de la sección Contacta 
con nosotros en www.manfrotto.com
El producto está destinado para uso profesional por 
personal especializado.
ESPECIFICACIONES
•	Peso 32,5 kg (716.5 lb)
•	Montura superior Espigote de 28 mm (1 1/8”)
•	Certificación CE; TUV GS
•	Longitud cerrado 179 cm (70.47 in)
•	Huella (diámetro máximo) 180 cm (70.87 in)
•	Pata niveladora
•	Altura máxima 366 cm (144.09 in)
•	Carga máxima 80 kg (176.37 lbs)
•	Altura mínima 156 cm (61.41 in)

INSPECCIÓN 
DE SEGURIDAD IMPORTANTE 3
	- Carga máxima aplicable: 80 kg
	- Antes de posicionar el Wind Up, asegúrate que la su-
perficie sea tan horizontal como sea posible.
	- Es esencial evitar colocar el soporte en una superficie 
donde una de las patas pueda hundirse.
	- Las cargas deben equilibrarse siempre, especial-
mente cuando se usen T Bars para fijar múltiples 
reflectores.
	- Cuando se use en exteriores, asegura el soporte ase-
gurando los extremos de los cables de seguridad al 
suelo en ángulos de 120° uno del otro, con el soporte 
en el centro (fig. 3), fijando los cables (Art. 087WBK 
no incluidos) mediante los mosquetones apropiados, 
verificando la solidez en el punto de acoplamiento 
del cable.
	- Verifica regularmente el estado de ambos cables en 
los movimientos de subida y bajada. Son visibles a 
través de los orificios de inspección en el poste de 
soporte plegable inferior. En el caso de que un cable 
esté deshilachado o flojo (con el soporte cargado y 
las palancas “C” and “D” aflojadas), deja de usar el 
soporte y contacta con tu distribuidor o fabricante a 
través de la web www.manfrotto.com

⚠No hagas ajustes en la base con carga montada 
y/o levantada.

⚠Antes de posicionar el soporte y de realizar 
ningún ajuste/movimiento, comprueba deteni-
damente que no hay ningún cable eléctrico o 
objeto animado o no en la zona que ocupe el 
soporte o la carga.

CONFIGURACIÓN 1

⚠El transporte y manejo del soporte debe rea-
lizarse con, como mínimo, dos operadores y 
acorde a las regulaciones de manejo de cargas 
pesadas. 

Asegúrate de que la base del soporte se abre correcta-
mente y que la base está bloqueada en la posición más 
baja con el tornillo de bloqueo “A” adecuado (fig. 1).
Esta operación es más fácil con las columnas plega-
das. 
El soporte debe estar nivelado. El soporte dispone de 
una pata de nivelación rápida, así como la facilidad de 
realizar ajustes precisos para garantizar que el soporte 
está nivelado. Para asegurar que la columna central 
está totalmente vertical, extiende la pata girando el 
manguito “D” (ver fig. 1) y usa herramientas de medi-
ción (nivel de burbuja) o alinéala con referencias preci-
sas (p.e. usando estructuras ya niveladas como líneas 
de avistamiento).
Después de esto, baja la columna central a su máximo.
En localizaciones con una variación significante del ni-
vel, el ajuste rápido se puede usar:
	- Presiona el botón “E” y luego el botón “F”, que se 
encuentran en la pata (ver fig. 1)
	- Mantén pulsados ambos botones mientras extiendes 

la pata a la posición requerida.
	- Suelta los botones para bloquear la posición.

El proceso de nivelación debe llevarse a carga ANTES 
de cargar el soporte.

⚠Peligro de cizallamiento durante el cierre de las 
piernas debido a las barras.

⚠Cuando configures el soporte, ten cuidado para 
evitar los riesgos de pellizcar/aplastar debido al 
movimiento de los sistemas de nivelación de la 
pierna.

CARGANDO EL SOPORTE 2
Abre el tornillo de bloqueo “G” (fig. 2) antes de insertar 
el espigote en la ranura de 1-1/8” (28 mm) de la parte 
superior. Para fijar la posición aprieta el tornillo de blo-
queo “G” (fig. 2).
Sólo usa este soporte para fijar grandes reflectores en 
combinación con cables de seguridad (Art. 087WBK no 
incluido) ya que el soporte podría volcarse en condicio-
nes de viento.

⚠Antes de posicionar la carga y mover el soporte 
en cualquier dirección, asegúrate que la palanca 
niveladora (en la pata niveladora) está correcta-
mente cerrada.

AJUSTE DE ALTURA 4  Y 5
Antes de ajustar la altura responde estas preguntas:
	- ¿Está el soporte bien configurado y el suelo tiene las 
condiciones idóneas?
	- ¿Están los brazos de extensión y/o los focos balan-
ceados correctamente y bloqueados (Tornillo “G”)?

⚠Asegúrate de haber apretado correctamente la 
palanca “E” de la barra Tommy (perilla) para evi-
tar que caiga sobre las personas o cosas que se 
encuentran debajo.

Afloja los dos tornillos de bloqueo “B” y “C” (fig. 4) 
girando en sentido antihorario. La manivela se envía/
transporta con la manivela girada hacia adentro para 
evitar daños.
Girar a la posición de operación de la siguiente manera:
	- Desbloquea el set de tornillos “I” girando en sentido 
antihorario (fig. 4)
	- gira la manivela “H” en su posición de trabajo (fig. 4)
	- Bloquea la manivela “H” en la posición deseada (fig. 5) 
apretando el set de tornillos “I” en sentido horario para 
que el pasador “M” esté asegurado en el canal del eje 
de la manivela “R”.

Levanta la carga con la manivela “H” en sentido horario 
(ver fig. 5).
La perilla “N”, que es la cerradura de seguridad secun-
daria, vibrará al levantar la columna. De lo contrario, 
asegura la carga en su lugar y consulta a tu distribuidor 
local.
Si surgen problemas durante la puesta en marcha, ve-
rifique lo siguiente:
	- ¿Están los tornillos “B” and “C” aflojados?
	- ¿Es la carga demasiado pesada? (máx. 60 kg)?
	- ¿Hay algún signo de daño en el soporte (p.e. causado 
durante su transporte)?
	- ¿El ajuste de la altura está restringido por una rama, 
techo, etc. o tienes alguno de los cables de seguridad, 
donde están instalados, no liberados?

Cuando se haya alcanzado la altura deseada, bloquea 
los tornillos “B” y “C” (fig.4) girándolos en sentido ho-
rario. El reposapiés “O” (fig.1) puede ser útil aquí. No 
olvides asegurar el soporte con cables de seguridad.

⚠Cuando se use el reposapiés “O” para bloquear 
la palanca o cerrar las luces, presta atención a la 
estabilidad del soporte, ya que existe un mayor 
riesgo de vuelco si una carga está fuera de eje.

⚠Para garantizar que la carga se mantenga a la 
altura requerida en todo momento, las secciones 
se deben bloquear con las perillas “C” y “B”.

BAJANDO 4  6  Y 7
Antes de empezar, asegúrate de que no hay obstáculos 
que puedan atascar el soporte.
Afloja los tornillos “B” y ”C” (fig. 4) girándolos en sentido 
antihorario.
Para bajar la columna:
	- Agarra la manivela “H’’ (ver fig. 6) con una mano
	- Con la otra mano, presiona los dos botones de trin-
quete “N”. Esto desactivará el mecanismo a prueba 
de fallas que evita que la columna central descienda 
accidentalmente.
	- Gira la manivela “H” en sentido antihorario.

Por razones de seguridad es IMPORTANTE no soltar la 
manivela “H” al bajar la columna. Cuando la columna 

se haya bajado a la altura requerida, aprieta los tornillos 
“B” y “C” (fig.4).
Si surgen problemas al accionar el soporte, verifica:
	- ¿Están los tornillos “B” and “C” aflojados?
	- ¿Hay alguna obstrucción que impida que la base se 
baje?

El mecanismo de descenso está equipado con un 
conjunto de freno que amortigua el descenso de la 
columna.
Si la columna desciende con demasiada libertad, el 
conjunto del freno requiere ajuste:
	- afloja el tornillo “P” situado en la tureca del anillo “Q” 
(fig.7)
	- gira la tuerca “Q” 60° en sentido horario (1/6 de vuelta 
completa)
	- aprieta el tornillo “P”, asegurando que está alineado 
con la cara plana del pivote hexagonal “R”.

MANTENIMIENTO
Regularmente limpia el soporte de polvo y arena desde 
los tornillos de bloqueo hasta las partes deslizantes. No 
uses herramientas metálicas o afiladas durante el pro-
ceso de limpieza. Comprueba regularmente el estado 
de los cables (ver capítulo “Regulaciones para un uso 
seguro”).

PRECAUCIONES 
No manipules, modifiques o desmontes el producto o 
sus partes, de lo contrario, se pondría en peligro su fun-
cionamiento y/o la seguridad del producto.
No uses el producto más allá de las limitaciones en su 
operación.
Usar un producto dañado, por ejemplo, por un impacto 
o una caída accidental, puede comprometer su segu-
ridad. 
En ambos casos, contacta directamente con tu distribui-
dor o fabricante a través de la web www.manfrotto.com.
Seca el producto después de usarlo en situaciones de 
humedad para evitar su corrosión, especialmente cuan-
do se use cerca del mar. 
Este producto no está pensado para ser usado bajo el 
agua.

⚠El soporte no debe dejarse solo dando acceso a 
él a personal no cualificado.

INFORMACIÓN DEL USUARIO
Disposición del producto y embalaje
Materiales usados
Soporte: La estructura principal está fabricada en alu-
minio y acero; protección de goma.
Embalaje: Papel, cartón, insertos de poliestireno y bol-
sas de poliestireno.
Para desechar el producto y su embalaje, consulta las 
normativas vigentes en el país donde se está desechan-
do el producto para los materiales antes mencionados.

Gracias por comprar un producto Manfrotto.

Manfrotto garantiza que sus productos son adecuados 
para el propósito para el que fueron diseñados y libres 
de defectos en materiales y mano de obra. Esta garantía 
no cubre el producto contra daños o uso inapropiado. 
La duración del período de garantía estándar está defi-
nida por la legislación vigente en el país, estado o región 
en la que se vende el producto. Conserva una copia del 
comprobante de compra de tu producto, ya que se so-
licitará en caso de reparación.

Cómo extender la cobertura de la garantía
Además de la cobertura estándar obligatoria mencio-
nada anteriormente, Manfrotto ofrece una extensión de 
garantía de hasta 5 años a partir de la fecha de compra 
de este producto. La extensión de la garantía no afecta 
la cobertura estándar obligatoria. Para beneficiarse de 
la extensión de la garantía, debes registrar tu compra 
en nuestro sitio web: 
https://warranty.videndummediasolutions.com.

Die Stative 387XU und 387XBU wurden zur Unterstüt-
zung von Beleuchtungsmitteln, welche in der Film-, 
Foto- und Konzertbeleuchtung eingesetzt werden, ge-
baut. 
Das Stativ verfügt über drei Sektionen (70, 60 und 
50 mm Durchmesser), eine Stahlmittelsäule und ist mit 
einem Ritzel-Zahnstangen-System ausgestattet. Zu-
dem ist das Stativ mit einem nivellierbaren Stativbein 
ausgerüstet.
Die zwei höhenverstellbaren Auszüge werden simultan 
ausgefahren und sind zusätzlich mit einem Stahlkabel 
gesichert.
Die Säule hebt oder senkt sich 4, 4 cm mit jeder Kurbel-
umdrehung.
Um den korrekten Gebrauch und Nutzungssicherheit 
für andere, als die vorgesehenen Zwecke zu garan-
tieren, kontaktieren Sie bitte Ihren Fachhändler oder 
direkt den Hersteller durch den Kontaktbereich auf der 
Website manfrotto.com.
Das Produkt ist für den professionellen Gebrauch 
durch spezialisiertes Personal ausgelegt.
SPEZIFIKATIONEN
•	Gewicht 32,5 kg (716.5 lb)
•	Obere Aufnahme Buchse 28 mm (1 1/8”)
•	Zertifikat CE; TÜV GS
•	Packmaß 179 cm (70.47 in)
•	Standfläche - maximaler Durchmesser 180 cm (70.87 in)
•	Nivellierbares Bein
•	Maximale Höhe 366 cm (144.09 in)
•	Maximale Traglast 80 kg (176.37 lbs)
•	Minimale Höhe 156 cm (61.41 in)

WICHTIG 
SICHERHEITSÜBERPRÜFUNG 3
	- Maximale Zuladung: 80 kg
	- Bevor Sie das Stativ aufstellen, versichern Sie sich, 
dass der Untergrund möglichst horizontal ist. 
	- Vermeiden Sie das Super Wind-Up Stativ auf einen 
Untergrund zustellen, bei dem das Risiko besteht, 
dass die Füße einsinken können.
	- Sollten Sie einen Leuchtenausleger verwenden, so 
achten Sie darauf, dass das Gewicht so gut wie mög-
lich ausbalanciert ist.
	- Wenn Sie das Stativ draußen benutzen, sichern Sie 
es indem Sie die Enden der Sicherungskabel (Art. 
087WBK nicht enthalten) auf dem Untergrund in einem 
Winkel von 120° voneinander, mit dem Stativ in der 
Mitte (Abb. 3), befestigen. Nutzen Sie angemessene 
Karabiner und überprüfen Sie den Befestigungspunkt 
der Karabiner.
	- Überprüfen Sie periodisch die zwei Stahlkabel, die das 
Höherund Tieferstellen der Teleskop-Mittelsäule er-
möglichen. Durch die Öffnungen im ersten Auszug der 
Mittelsäule ersehen Sie den Zustand der Kabel. Sollte 
ein Kabel ausgefranst, durchgescheuert oder lose (bei 
einem beladenen Stativ mit gelösten Verschlüssen “B” 
und “C”) sein, so dürfen Sie das Stativ nicht mehr be-
nutzen. Kontaktieren Sie ihren Fachhändler oder direkt 
den Hersteller durch den Kontaktbereich auf der Web-
site manfrotto.com

⚠Nehmen Sie keine Änderung am beladenen oder 
ausgezogenen Stativ vor 

⚠Bevor Sie das Stativ positionieren oder Justie-
rungen vornehmen, überprüfen Sie das keine 
elektrischen Kabel oder spannungsführende Teile 
in der unmittelbaren Nähe sind.

SET UP 1

⚠Der Transport und das Bedienen des Stativs 
muss von mindestens zwei Personen ausgeführt 
werden und unter Einhaltung der Richtlinien zur 
Handhabung der Ladung.

Überprüfen Sie, dass das Stativ vollständig geöffnet 
ist, indem Sie die Stativbeinstreben bis in die unterste 
Position schieben und den Verschluss “A” wieder fest-
ziehen (Abb. 1).
Die Handhabung ist einfacher wenn die Stativsäule ein-
gefahren ist.

Das Stativ muss ausnivelliert werden. Das Wind-Up 
Stativ ist mit meiner Nivelliervorrichtung ausgerüstet, 
die eine Schnellverstellung sowie auch feine Korrektu-
ren erlaubt. Um das Stativ vertikal auszurichten, drehen 
Sie einfach am Ring ”D” (Abb. 1) bis die korrekte Posi-
tion erreicht ist. Bevor Sie diese Verstellung vornehmen, 
muss die Säule in die tiefste Position heruntergekur-
belt werden. An Orten mit unebenen Boden kann die 
Schnellverstellung angewandt werden: 
	- Drücken Sie den Knopf “E” und danach Knopf “F”, 
welche im nivellierbaren Bein integriert sind (Abb. 1).
	- Halten Sie beide Knöpfe gedrückt während Sie gleich-
zeitig das Stativbein auf die gewünschte Länge aus-
ziehen.
	- Nun können Sie die Knöpfe loslassen und der Auszug 
wird arretiert.

Es ist wichtig, dass das Stativ senkrecht ausgerichtet 
wird, BEVOR es beladen wird.

⚠Gefährdung durch Scheren während des Bein-
schließens durch die Beinstreben

⚠Seien Sie beim Aufbauen des Stativs achtsam 
um ein Einklemmen mit der Nivelliervorrichtung 
zu verhindern.

BELADEN DES STATIVS 2
Öffnen Sie Verschluss “G” (Abb.2) bevor Sie den 
Scheinwerfer-Spigot in den 1-1/8” (28 mm) Buchse ein-
setzen. Zum Sichern in der Position schließen Sie den 
Verschluss “G” (Abb. 2)
Wenn Sie das Stativ mit großen Reflektoren nutzen, so 
sollten Sie es nur zusammen mit den Sicherungskabeln 
(Art. 087WBK nicht enthalten) nutzen, da das Stativ bei 
windigen Konditionen umkippen kann. 

⚠Bevor Sie eine Ladung montieren und das Stativ 
bewegen, stellen Sie sicher, dass der Nivellier-
verschluss (am Nivellierbein) richtig verschlos-
sen ist.

HÖHENVERSTELLUNG 4  UND 5
Bevor Sie die Höhe des Stativs verstellen, kontrollieren 
Sie folgendes: 
	- Ist das Stativ richtig aufgestellt und wurde auf die Bo-
denbeschaffenheit geachtet?
	- Sind die Scheinwerfer oder Ausleger richtig ausbalan-
ciert und blockiert (Verschluss “G”)?

⚠Stellen Sie sicher, dass Sie den Drehstift “E” rich-
tig festgezogen haben 

Lösen Sie die beiden Verschlüsse “B” und “C” (Abb. 
4) im Gegenuhrzeigersinn. Das Stativ wird ab Werk mit 
eingeklappter Kurbel geliefert, um Transportschäden zu 
vermeiden. 
Um die Kurbel in die Betriebsstellung zu bringen, gehen 
Sie wie folgt vor: 
	- Lösen Sie den Verschluss “I” im Gegenuhrzeigersinn 
(Abb. 4) 
	- Drehen Sie die Kurbel “H” in die Arbeitsposition (Abb. 4) 
	- Blockieren Sie die Kurbel “H” (Abb.5) indem Sie die 
Schraube “I” im Uhrzeigersinn anziehen. Achten Sie 
darauf, dass die Führung “M” sicher in der Nut der 
Kurbelachse “R” verankert ist.

Durch Drehen der Kurbel “H” im Uhrzeigersinn können 
Sie die Mittelsäule nach oben verstellen (Abb. 5)
Der Knopf “N”, welcher als zweite Sicherung dient, 
muss beim Höhenverstellen vibrieren. Sollte dies nicht 
der Fall sein, so sichern Sie die Ladung und kontaktieren 
Sie Ihren Händler.
 Falls beim Kurbeln Probleme auftreten, so kontrollieren 
Sie folgende Punkte: 
	- Sind die Verschlüsse “B” und “C” gelöst?
	- Ist der aufgesetzte Scheinwerfer nicht zu schwer (max. 
60 kg)?
	- Weist das Stativ Beschädigungen (z. B. vom Trans-
port) auf?
	- Wird die Höhenverstellung durch Äste, Decken oder 
Balustraden blockiert oder wurden angebrachte Si-
cherungsseile nicht gelöst?

Wenn die gewünschte Höhe erreicht ist, so schließen 
Sie die Verschlüsse “B” und “C” durch drehen im Uhr-

Grazie per aver acquistato un prodotto Manfrotto.

Manfrotto garantisce che i suoi prodotti sono adatti 
allo scopo per cui sono stati progettati e privi di difetti 
nei materiali e nella lavorazione. Questa garanzia non 
copre il prodotto da danni o uso improprio. La durata 
del periodo di garanzia standard è definita dalla legisla-
zione in vigore nel paese, nello stato o nella regione in 
cui il prodotto è venduto. Si prega di conservare una 
copia della prova d’acquisto del prodotto, poiché verrà 
richiesta in caso di riparazione.

Come estendere la copertura della garanzia
Oltre alla copertura standard obbligatoria di cui sopra, 
Manfrotto offre un’estensione della garanzia fino a 
5 anni dalla data di acquisto di questo prodotto. L’e-
stensione della garanzia non influisce sulla copertura 
obbligatoria standard. Per beneficiare dell’estensione 
della garanzia, è necessario registrare l’acquisto sul 
nostro sito Web: 
https://warranty.videndummediasolutions.com.

	- tighten screw “P”, ensuring that it is aligned with the 
flat face of the hexagonal pivot “R”

MAINTENANCE
Regularly remove dust and sand from the locking 
screws and sliding parts.
Do not use metallic or sharp tools during cleaning op-
erations.
Regularly check the state of the cables (see chapter 
“Regulations for safe use”).

PRECAUTIONS 
Do not use the product beyond the defined operating 
limitations. Do not tamper with, modify or disassemble 
the product or parts thereof as doing so would compro-
mise the product’s operation and/or safety.
Using a product that has been damaged, for example 
due to impact or accidental falls, may compromise its 
safe use.
In such cases, contact your retailer or the manu-
facturer directly through the Contact us section on 
manfrotto.com.
Dry the product after use in damp conditions to avoid 
triggering corrosion especially when using it near ma-
rine environments.
The product is not designed to be used immersed in 
liquids.

⚠The stand must not be left unattended or acces-
sible to non-professionals

EXCLUSION OF LIABILITY
The information contained in this document may be 
subject to variations over time.
If necessary, please check for updates to this manual 
in the Products area of the manfrotto.com web site or 
request an updated copy to be sent to you through the 
Contact us area.
Manfrotto cannot be held liable for any damage that 
may, directly or indirectly, derive from people, things or 
animals, as a consequence of the non-observance of all 
the indications in this document (in particular regarding 
installation, use and maintenance of the product), as 
well as injuries and damages resulting from improper 
use or use that goes beyond the normal operating lim-
itations.
Any variation or change made to the product without 
explicit permission from Manfrotto shall automatically 
result in the exclusion of any liability on Manfrotto’s 
part.

USER INFORMATION
Product disposal and packaging
Materials used
Stand: The main structure is made of aluminium and 
steel; rubber protection.
Packaging: Paper, cardboard, polystyrene inserts, pol-
yethylene bags.

To dispose of the product and its packaging, please 
refer to the regulations in force in the country in which 
the product is being disposed of for the aforementioned 
materials.

Thank you for purchasing a Manfrotto product.

Manfrotto guarantees that its products are suitable for 
the purpose for which they were designed and free from 
defects in materials and workmanship. This warranty 
does not cover the product against damage or improp-
er use. The duration of the Standard Warranty period is 
defined by the legislation in force in the country, state 
or region in which the product is sold. Please keep a 
copy of your product’s proof of purchase, as it will be 
requested in case of repair. 

How to extend the warranty coverage
In addition to the mandatory standard cover referred 
to above, Manfrotto offers a warranty extension of up 
to 5 years from this product’s date of purchase. The 
warranty extension does not affect standard mandatory 
coverage. To benefit from the warranty extension, you 
are required to register your purchase on our web site: 
https://warranty.videndummediasolutions.com.
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